
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 ルカ 12・13～21 

テ ー マ 愚
おろ

かな金
かね

持
も

ち 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 たといたくさんの物
もの

を持
も

って

いても、人
ひと

のいのちは、持
も

ち物
もの

にはよらないのである。 

ルカ 12・15 

目
も く

  標
ひょう

 地上
ちじょう

の富
とみ

ではなく、神
かみ

に喜
よろこ

ば

れる生
い

き方
かた

を追
お

い求
もと

める。 

 

 

 

10 月 5 日（月） 

聖書
せいしょ

 ルカ 12・16～19 

聖句
せ い く

 たましいよ、おまえには長年分
ながねんぶん

の

食
しょく

糧
りょう

がたくさんたくわえてある。

さあ安心
あんしん

せよ、食
く

え、飲
の

め、楽
たの

しめ。 

                19節
せつ

 

 

 欲深
よくふか

い心
こころ

を起
お

こさないようにと、イエス様
さま

は

たとえ話
ばなし

をしてくださいました。ある金持
か ね も

ちの

畑
はたけ

が豊作
ようさく

で、この人
ひと

は心
こころ

の中
なか

で考
かんが

えました。

「どうしよう、この作物
さくもつ

を。そうだ今
いま

の倉
くら

を取
と

り

こわして、もっと大
おお

きいものを建
た

てて、そこに

全部
ぜ ん ぶ

しまいこもう。そして、私
わたし

の 魂
たましい

に言
い

おう、

たましいよ、もう安心
あんしん

だ、食 糧
しょくりょう

はたっぷりた

くわえてあるから、安心
あんしん

して食
く

え、飲
の

め、楽
たの

し

め」と。食
た

べ物
もの

さえあれば大丈夫
だいじょうぶ

と思
おも

いますか？

ただ食
た

べて生
い

きているのではないのですね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、「いのち」についてこの金持
か ね も

ち

は少
すこ

しもわかっていません。物
もの

がすべてで

ないことを覚
おぼ

えたいです。 

10 月 4 日（日） 

聖書
せいしょ

 ルカ 12・13～21 

聖句
せ い く

 たといたくさんの物
もの

を持
も

っていて

も、人
ひと

のいのちは、持
も

ち物
もの

にはよら

ないのである。       15節
せつ

 

 

 「お金
かね

さえあれば、わたしのいのちは安全
あんぜん

！」

とか、「これだけの食 料
しょくりょう

があるのだから、わた

しのいのちはずーっと大丈夫
だいじょうぶ

」と考
かんが

える人々
ひとびと

は

愚
おろ

かな生
い

き方
かた

をしています、と、イエス様
さま

が教
おし

え

て下
くだ

さいます。「いのち」とは、神様
かみさま

がわたした

ちに与
あた

えていてくださるものです。「いのち」は

神様
かみさま

のみ手
み

の中
なか

にあるのですから、おまかせす

るほかありません。どんなに財産
ざいさん

があっても、

自分
じ ぶ ん

の「いのち」が取
と

り去
さ

られてしまうなら、何
なに

にもなりませんから。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、地上
ちじょう

の過
す

ぎゆく富
とみ

や財産
ざいさん

で安
あん

心
しん

はできません。いのちを支配
し は い

されるあな

たに喜
よろこ

ばれて生
い

きたいです。 

 

 

 

10 月 6 日（火） 

聖書
せいしょ

 ルカ 12・20～21 

聖句
せ い く

 愚
おろ

かな者
もの

よ、あなたの 魂
たましい

は今夜
こ ん や

のうちにも取
と

り去
さ

られるであろう。 

                20節
せつ

 

 

 「たましいよ、さあ、安心
あんしん

せよ、食
く

え、飲
の

め、

楽
たの

しめ」と陽気
よ う き

な心
こころ

で、たましいに言
い

っている

と、その時
とき

、神様
かみさま

が言
い

われました、「愚
おろ

かな者
もの

よ、

あなたの 魂
たましい

は今夜
こ ん や

のうちにも取
と

り去
さ

られるで

あろう」と！な、な、なんという電撃的
でんげきてき

み声
こえ

（！）

でしょう。今夜
こ ん や

のうちにも 魂
たましい

が、つまり「い

のち」が取
と

り去
さ

られたとしたら、倉
くら

に納
おさ

めて、

たくわえている物
もの

は一体
い っ た

、誰
だれ

のものになるので

しょう。自分
じ ぶ ん

のことだけ考
かんが

えないで、「いのち」

の与
あた

え主
ぬし

、神様
かみさま

を思
おも

って生
い

きるべきです。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

のたとえ話
はなし

がよく

わかりました。自
じ

分
ぶん

の欲
よく

に生
い

きないで、あ

なたに喜
よろこ

ばれるよう生
い

きます。 



10 月 7 日（水） 

聖書
せいしょ

 マタイ 6・19～21 

聖句
せ い く

 盗人
ぬすびと

らが押
お

し入
い

って盗
ぬす

み出
で

すこと

もない天
てん

に、宝
たから

をたくわえなさい。 

      20節
せつ

 

 

 「大切
たいせつ

にしまっておいた宝物
たからもの

のような洋服
ようふく

が

虫
むし

に食
く

われた！」「高
たか

いお金
かね

を出
だ

して買
か

ってい

た宝物
たからもの

のような器
うつわ

に、さびがついた！」「あん

なにしっかりとタンスの奧
おく

にしまっておいたの

に、大事
だ い じ

な通帳
つうちょう

とかが盗
ぬす

まれてしまった！」な

んてことがあなたのお家
うち

にありませんでした

か？地上
ちじょう

に宝
たから

をたくわえようとすればこんな

ことになってしまうのですね。だから、こんな

心配
しんぱい

の全然
ぜんぜん

ない、天
てん

に宝
たから

をたくわえるのです。

どうすることでしょう？感謝
かんしゃ

して献金
けんきん

すること

です。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、天
てん

に宝
たから

をたくわえていきます。

少
すこ

しずつの献金
けんきん

がどんなにあなたに 喜
よろこ

ば

れるのかを深
ふか

く思
おも

います。 

 

 

 

10 月 9 日（金） 

聖書
せいしょ

 マタイ 6・25～32 

聖句
せ い く

 命
いのち

は食物
しょくもつ

にまさり、からだは着物
き も の

にまさるではないか。    25節
せつ

 

 

 「心配症
しんぱいしょう

」の人
ひと

、いますか？「思
おも

いわずらい

病
 びょう

」です。命
いのち

のことで心配
しんぱい

します。「何
なに

を食
た

べ

ようかな、何
なに

を飲
の

もうかな」と。命
いのち

は食物
しょくもつ

に

まさるものです。空
そら

の鳥
とり

を見
み

なさい。種
たね

をまい

たり、刈
か

り入
い

れしたりしなくても天
てん

の父
ちち

がちゃ

んと養
やしな

っておられます。「何
なに

を着
き

ようか」と、

からだのことでも心配
しんぱい

しなくていいですよ。あ

の野
の

の花
はな

をあれほどにもきれいに装
よそお

っていて

くださる神様
かみさま

は、あなたにもそうしてください

ます。からだは着物
き も の

にもまさるものだからです。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、心配
しんぱい

ばかりしなくても、大切
たいせつ

な

命
いのち

とからだはしっかりとあなたに守
まも

られ

ていることを感謝
かんしゃ

します。 

10 月 8 日（木） 

聖書
せいしょ

 マタイ 6・24 

聖句
せ い く

 あなたがたは、神
かみ

と富
とみ

とに兼
かね

ね仕
つか

え 

ることはできない。     24節
せつ

 

 

 だれでも、ふたりの主人
しゅじん

に仕
つか

えることは無理
む り

な話
はなし

です。イエス様
さま

は、ここでふたりの主人
しゅじん

と

は、「神
かみ

」と「富
とみ

」ですと言
い

われます。「富
とみ

」と

いう主人
しゅじん

に仕
つか

えるとすると、心
こころ

の中
なか

はいつでも、

どうしたら富
とみ

をふやせるかということでいっぱ

いでしょう。金
かね

、金
かね

、金
かね

、物
もの

、物
もの

、物
もの

で、心
こころ

の

中
なか

に神様
かみさま

のことを思
おも

うスキ間
ま

は少
すこ

しもありませ

ん。そのままだとあの愚
おろ

かな金持
かねもち

のようになっ

てしまいます。私
わたし

たちはきょう、心底
しんそこ

「神
かみ

」の

みに仕
つか

えていく決心
けっしん

をしましょう。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、心配
しんぱい

ばかりしなくても、大切
たいせつ

な

命
いのち

とからだはしっかりとあなたに守
まも

られ

ていることを感謝
かんしゃ

します。 

 

 

 

 

10 月 10 日（土） 

聖書
せいしょ

 マタイ 6・33～34 

聖句
せ い く

 まず神
かみ

の国
くに

と神
かみ

の義
ぎ

とを求
もと

めなさ

い。そうすれば、これらのものは、

すべて添
そ

えて与
あた

えられるであろう。 

33節
せつ

 

 

 そういうわけで、何
なに

をまず第一番
だいいちばん

に求
もと

めてい

けばいいかというと、「神
かみ

の国
くに

と神
かみ

の義
ぎ

」ですね。

むずかしいことではありませんよ。小
ちい

さいわた

したちが「神
かみ

の国
くに

と神
かみ

の義
ぎ

」を求
もと

めるというこ

とは、日曜日
にちようび

には、教会
きょうかい

学校
がっこう

に行
い

って、神様
かみさま

の

み言葉
こ と ば

を心
こころ

にたくわえることです。毎日
まいにち

、「子
こ

ども聖書
せいしょ

日課
に っ か

」で、神様
かみさま

に喜
よろこ

ばれることが何
なに

で

あるのかを知
し

って、その一日
いちにち

をすごすことです。

そして、毎日
まいにち

、お祈
いの

りをして、神様
かみさま

に喜
よろこ

ばれる

一日
いちにち

をすごすことです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、このようにしてあなたのこと

を第一
だいいち

にする時
とき

、すべての必要
ひつよう

なものが与
あた

えられる約束
やくそく

を信
しん

じます。 



 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 ルカ 16・19～31 

テ ー マ 死後
し ご

への備
そな

え 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 彼
かれ

らにはモーセと預言者
よげんしゃ

とが

ある。それに聞
き

くがよかろう。 

               ルカ 16・29 

目
も く

  標
ひょう

 死後
し ご

の裁
さば

きの存在
そんざい

を知
し

り、み

言葉
こ と ば

によって備
そな

える者
もの

となる。 

 

 

 

10 月 12 日（月） 

聖書
せいしょ

 ルカ 16・19～21 

聖句
せ い く

 ある金持
かねもち

がいた。彼
かれ

は 紫
むらさき

の衣
ころも

や

細
ほそ

布
ぬの

を着
き

て、毎日
まいにち

ぜいたくに遊
あそ

び暮
くら

していた。         19節
せつ

 

 

「いいなあ、お金持
かねもち

は！かっこいい高価
こ う か

な服
ふく

を着
き

て、毎日
まいにち

、好
す

き放題
ほうだい

に、食
た

べたり飲
の

んだり、

ぜいたくに遊
あそ

び回
まわ

れるなんて！」と思
おも

います

か？かと思
おも

えば、神様
かみさま

、不公平
ふこうへい

じゃないですか

と言
い

いたくなるかわいそうなラザロの姿
すがた

。

貧乏
びんぼう

で全身
ぜんしん

でき物
もの

でおおわれて、そのでき物
もの

を

犬
いぬ

になめられるなんて！ラザロとは「神
かみ

はわが

助
たす

け」という意味
い み

の名前
な ま え

で、そんなあわれな姿
すがた

でしたが神様
かみさま

を信
しん

じていた人
ひと

だったのです。 

  

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、人
ひと

の一生
いっしょう

は地上
ちじょう

だけではない

と思
おも

うと、この二人
ふ た り

についていろいろ考
かんが

え

させられてしまいます。 

 

10 月 11 日（日） 

聖書
せいしょ

 ルカ 16・19～3 

聖句
せ い く

 彼
かれ

らにはモーセと預言者
よげんしゃ

とがある。

それに聞
き

くがよかろう。  29節
せつ

 

 

 「人間
にんげん

、死
し

んだらおしまい。消
き

えてなくなる

だけさ」と考
かんが

える人
ひと

もいるみたいです。あな

たはどう思
おも

う？聖書
せいしょ

は神様
かみさま

の言葉
こ と ば

で、ずーっと

そのとおりのことが起
おこ

っているので、聖書
せいしょ

の言
い

うことに絶対
ぜったい

まちがいはないのです。死
し

んでお

しまいでなく、天国
てんごく

か、地獄
じ ご く

か、そのどちらか

で、永遠
えいえん

を過
す

ごすことになるのです。なんてお

ごそかでしょう。行
い

ってからでは遅
おそ

いのです！

この金持
かねもち

のように、人
ひと

に伝
つた

えることもできませ

ん。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、人
ひと

はだれでも死
し

を迎
むか

えます。

死
し

んだあとどうなるのか、しっかりみ言葉
こ と ば

によって備
そな

えさせてください。 

 

 

 

10 月 13 日（火） 

聖書
せいしょ

 ルカ 16・22～23 

聖句
せ い く

 この貧
まず

しい人
ひと

がついに死
し

に、御使
みつかい

たちに連
つ

れられてアブラハムのふ

ところに送
おく

られた。        22節
せつ

 

 

 やっぱり！ということですね。名前
な ま え

のとおり、

神様
かみさま

を信
しん

じていた貧
まず

しい人
ひと

ラザロがついに死
し

にました。お葬式
そうしき

さえ、だれにもしてもらえな

かったようです。でも御使
みつかい

たちに連
つ

れられて、

天
てん

にいる信仰
しんこう

の父
ちち

アブラハムのふところに送
おく

られていきました。金持
かねもち

も死
し

に、きっと盛大
せいだい

な

お葬式
そうしき

をしてもらったのでしょうが、なんと苦
くる

しい黄泉
よ み

にいるではありませんか！そこから

あのラザロがアブラハムといるのを見
み

たので

した。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、死
し

んでのち、どこへ送
おく

られる

のかは重大
じゅうだい

です。あなたを信
しん

じてまちが

いなく天国
てんごく

に行
い

きたいです。 

 



10 月 14 日（水） 

聖書
せいしょ

 ルカ 16・24～26 

聖句
せ い く

 ラザロをおつかわしになって、その

指先
ゆびさき

を水
みず

でぬらし、わたしの舌
した

を冷
ひ

やさせてください。  24節
せつ

 

 

 冬
ふゆ

になればたき火
び

をします。身体
か ら だ

が暖
あたた

まって

うれしいのですが、そのたき火
び

の炎
ほのお

の中
なか

に入
はい

る

と大変
たいへん

です。ギャーッ！ってとび出
で

るでしょう。

ここの金持
かねもち

はそんな炎
ほのお

の中
なか

でずーっといて苦
くる

しみ続
つづ

けるのですから、まさに地獄
じ ご く

、黄泉
よ み

の苦
くる

し

みです。ラザロをつかわしてくださいとお願
ねが

い

しても、あなたとわたしたちの間
あいだ

には大
おお

きな淵
ふち

があって、どちらからもそこを越
こ

えて行
い

くこと

はできませんよとの答
こたえ

です。恐
おそ

ろしいばかりで

す。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、一度
い ち ど

この地獄
じ ご く

の炎
ほのお

の中
なか

に入
い

れ

られると、もう決
けっ

して二度
に ど

とそこからは出
で

られないと知
し

りました。 

 

 

 

 

 10 月 16 日（金） 

聖書
せいしょ

 ルカ 16・30～31 

聖句
せ い く

 死人
し に ん

の中
なか

からよみがえってくる者
もの

があっても、彼
かれ

らはその勧
すす

めを聞
き

き

入
い

れはしないであろう。   31節
せつ

 

 

 「いえいえ、アブラハムさん、さすがに、死人
し に ん

の中
なか

からだれかが兄弟
きょうだい

たちの所
ところ

に行
い

ってくれ

るならば、きっと、彼
かれ

らは悔
く

い改
あらた

めるにちがい

ありません」と、金持
かねもち

は言
い

います。アブラハム

は、「その考
かんが

えは甘
あま

いよ」と言
い

わんばかりです。

「もし彼
かれ

らがモーセにも預言者
よげんしゃ

にも耳
みみ

を傾
かたむ

け

ないなら、たとい死人
し に ん

の中
なか

からよみがえってく

る者
もの

が言
い

っても、彼
かれ

らは聞
き

き入
い

れはしないよ」

と。み言葉
こ と ば

にしっかり聞
き

きたいね！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの聖書
せいしょ

のみ言葉
こ と ば

をよく

よく聞
き

いて、死
し

んだのちのために、よい備
そな

え

ができるよう助
たす

けてください。 

 

10 月 15 日（木） 

聖書
せいしょ

 ルカ 16・27～29 

聖句
せ い く

 父
ちち

よ、ではお願
ねが

いします。わたし

の父
ちち

の家
いえ

へラザロをつかわしてく

ださい。         27節
せつ

 

 

「では、せめて、まだ地上
ちじょう

にいるわたしの

五人
ご に ん

の兄弟
きょうだい

のところにラザロをつかわしてく

ださって、こんな苦
くる

しい所
ところ

へ来
く

ることがない

ように、伝
つた

えさせてください」と、金持
かねもち

はアブ

ラハムにお願
ねが

いします。アブラハムは答
こた

えます、

「彼
かれ

らにはモーセと預言者
よげんしゃ

とがある。それに聞
き

くがよかろう」と。わざわざラザロが行
い

かなく

ても、モーセや預言者
よげんしゃ

はちゃんと神
かみ

の言葉
こ と ば

を

語
かた

っているし、神
かみ

を信
しん

じるように勧
すす

めているの

だからと。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、今
いま

、わたしたちにも大切
たいせつ

な

聖書
せいしょ

を通
とお

して、あなたが人生
じんせい

で一番
いちばん

重要
じゅうよう

なことを教
おし

えていてくださり感謝
かんしゃ

です。 

 

 

 

 

10 月 17 日（土） 

聖書
せいしょ

 ヘブル 9・23～28 

聖句
せ い く

 一度
い ち ど

だけ死
し

ぬことと、死
し

んだ後
のち

さ

ばきを受
う

けることとが、人間
にんげん

に定
さだ

まっている 。      27節
せつ

 

 

 ここにハッキリと記
しる

されています。だれも死
し

んでおしまいではないのです。お墓
はか

に入
はい

ってお

しまいでもありません。どんな人
ひと

でも、金持
かねもち

で

も貧
まず

しい人
ひと

でも必
かなら

ず一度
い ち ど

は死
し

に、そして、死
し

ん

だ後
のち

、さばきを受
う

けることがちゃんと、神様
かみさま

に

よって定
さだ

められています。その時
とき

、わたしの罪
つみ

の代
かわ

わりに十字架
じゅうじか

で一度
い ち ど

だけ死
し

んで、よみが

えってくださった救
すく

い主
ぬし

イエス様
さま

を信
しん

じるな

ら、永遠
えいえん

の天
てん

の御国
み く に

に入
い

れてもらえます。信
しん

じ

ましょう。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが準備
じゅんび

していてくださ

る天国
てんごく

に送
おく

っていただくために、しっかり

とみ言葉
こ と ば

に聞
き

き従
したが

います。 



 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 ヨハネ 4・4～26 

テ ー マ 生
い

ける水
みず

への招
まね

き 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 わたしが与
あた

える水
みず

を飲
の

む者
もの

は、 

      いつまでも、かわくことがない。 

              ヨハネ 4・14 

目
も く

  標
ひょう

 罪
つみ

を悔
く

い改
あら

め、キリストを信
しん

じ

て、喜
よろこ

びに満
み

ちた生涯
しょうがい

を送
おく

る。 

 

 

 

10 月 19 日（月） 

聖書
せいしょ

 ヨハネ 4・15～19 

聖句
せ い く

 イエスは女
おんな

に言
い

われた、「あなた

の夫
おっと

を呼
よ

びに行
い

って、ここに連
つ

れ

てきなさい」。       16節
せつ

 

 

女
おんな

の人
ひと

はすぐに、「その水
みず

をわたしに下
くだ

さ

い」とイエス様
さま

に言
い

いました。あなたがそこに

いたら、やっぱり同
おな

じことを言
い

ったでしょうね。

するとイエス様
さま

は、女
おんな

の人
ひと

が隠
かく

しておきたい、

言
い

いたくないと思
おも

っている夫
おっと

のことを、ズバ

リ言
い

われたのです。女
おんな

の人
ひと

はビックリしたで

しょう。あなたにも隠
かく

しておきたい心
こころ

の秘密
ひ み つ

がありますか？イエス様
さま

は全部
ぜ ん ぶ

知
し

っていてく

ださって、女
おんな

の人
ひと

の心
こころ

やあなたの心
こころ

を開
ひら

い

て、わき出
で

る泉
いずみ

を与
あた

えたいと思
おも

っておられる

のです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、かわくことのない水
みず

を飲
の

む前
まえ

に、心
こころ

を開
ひら

いて、きれいにしていただかな

ければならないと知
し

りました。 

10 月 18 日（日） 

聖書
せいしょ

 ヨハネ 4・1～19 

聖句
せ い く

 わたしが与
あた

える水
みず

を飲
の

む者
もの

は、い

つまでも、かわくことがない。14節
せつ

 

 

 「今年
こ と し

の夏
なつ

はどうでしたか？」「やっぱり暑
あつ

かったよ。飲
の

んでも飲
の

んでものどが渇
かわ

いたよ

ね」。ここで女
おんな

の人
ひと

が昼
ひる

の暑
あつ

い時
とき

に井戸
い ど

からく

んだ水
みず

も、「この水
みず

を飲
の

む者
もの

はだれでも、また

かわくであろう」と言
い

われた水
みず

でした。ところ

が！ 「いつまでも、かわくことがない！」 「そ

んな水
みず

があるなら絶対
ぜったい

、飲
の

みたい！」と、この

女
おんな

の人
ひと

ばかりでなく、私
わたし

たちだって思
おも

います。

それは、イエス様
さま

が与
あた

えてくださる水
みず

なのです

ね。その水
みず

について今週
こんしゅう

考
かんが

えてみましょう。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

がくださる渇
かわ

くこと

のない水
みず

を知
し

って、しっかり飲
の

んで潤
うるお

さ

れるようにしてください。 

 

 

 

 

10 月 20 日（火） 

聖書
せいしょ

 ヨハネ 4・13～14 

聖句
せ い く

 わたしが与
あた

える水
みず

は、その人
ひと

のう

ちで泉
いずみ

となり、永遠
えいえん

の命
いのち

に至
いた

る

水
みず

が、わきあがるであろう。 14節
せつ

 

 

 イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

から流
なが

れてくる、罪
つみ

のゆる

しの水
みず

なのだとわかりますね。この夏
なつ

、キャン

プで、イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

が、この私
わたし

の罪
つみ

のた

めだったのだとはっきりとわかって、罪
つみ

をおわ

びし、イエス様
さま

の身代
み が

わりの十字架
じゅうじか

を信
しん

じて救
すく

われたお友
とも

だちも、きっといると思
おも

います。あ

なたはどうですか？ 罪
つみ

がゆるされる喜
よろこ

び！ 

それだけではありません。永遠
えいえん

の命
いのち

、きよい

神様
かみさま

の命
いのち

、罪
つみ

に勝
か

つ命
いのち

、たとい死
し

んでも必
かなら

ず

よみがえる命
いのち

が与
あた

えられたのですから、ハレ

ルヤです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

が与
あた

えてくださる罪
つみ

のゆるしの水
みず

をありがとうございます。

喜
よろこ

びが心
こころ

にあふれます。 



10 月 21 日（水） 

聖書
せいしょ

 ヨハネ 4・23～26 

聖句
せ い く

 イエスは女
おんな

に言
い

われた、「あなた

と話
はなし

をしているこのわたしが、そ

れである」。        26節
せつ

 

 

 「キリストと呼
よ

ばれるメシヤがこられたら、

いっさいのことを知
し

らせて下
くだ

さるでしょう」と、

女
おんな

の人
ひと

が言
い

ったとき、「このわたしがメシヤだ

よ」とイエス様
さま

は女
おんな

の人
ひと

に答
こた

えました。イエス

様
さま

とお会
あ

いするなんて、何
なん

という喜
よろこ

び！ イエ

ス様
さま

とお話
はな

しできるなんて、何
なん

という喜
よろこ

び！

私
わたし

たちにも同
おな

じ喜
よろこ

びが与
あた

えられるのです。ま

ずは、週
しゅう

の初
はじ

めの日曜日
にちようび

の礼拝
れいはい

で、教会
きょうかい

学校
がっこう

の

礼拝
れいはい

で、み言葉
こ と ば

を聞
き

くとき、心
こころ

に覚
おぼ

えるとき、

「あぁ､イエス様
さま

！」って、お会
あ

いできるのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

が私
わたし

に話
はな

そうと待
ま

っ

ていてくださる礼拝
れいはい

に毎週
まいしゅう

励
はげ

んで、しっか

りお会
あ

いできますように。 

 

 

 

 

 10 月 23 日（金） 

聖書
せいしょ

 ヨハネ 15・7～11 

聖句
せ い く

 わたしの愛
あい

のうちにいなさい。 

                 9節
せつ

 

 

 〈大海
おおうみ

のように広
ひろ

い主
しゅ

の愛
あい

、山
やま

より高
たか

い主
しゅ

の愛
あい

は、私
わたし

のような者
もの

を愛
あい

して神
かみ

の子
こ

にしてくださ

います〉（ホーリネス・子
こ

どもさんびか 53番
ばん

）と

いうさんびを歌
うた

ったことがありますか？ イエ

ス様
さま

の愛
あい

について、ひとり静
しず

かに考
かんが

えてみるこ

とは、とてもいいことです。父
ちち

なる神様
かみさま

が子
こ

な

るイエス様
さま

を愛
あい

されたように、イエス様
さま

も私
わたし

た

ちを愛
あい

してくださっているというのです。その

イエス様
さま

の愛
あい

のうちにいつもいると、イエス様
さま

の喜
よろこ

びがまた私
わたし

たちのうちにも宿
やど

り、しかも

満
み

ちあふれてくるのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

を信
しん

じる喜
よろこ

びはまさ

に大海
おおうみ

のようです。どんなことがあっても

尽
つ

きてしまうことはありません。 

10 月 22 日（木） 

聖書
せいしょ

 ヨハネ 4・27～30 

聖句
せ い く

 わたしのしたことを何
なに

もかも、言
い

いあてた人
ひと

がいます。さあ、見
み

に

きてごらんなさい。    29節
せつ

 

 

この女
おんな

の人
ひと

の心
こころ

の中
なか

に、イエス様
さま

からの水
みず

が注
そそ

ぎこまれて、ほんとうに、泉
いずみ

がわきまし

た。自分
じ ぶ ん

のことをみんな知
し

っていてもらえると

いう喜
よろこ

びの泉
いずみ

です。何
なん

でもわかってもらえて、

そしてゆるしてもらっている安心
あんしん

と喜
よろこ

びと

感謝
かんしゃ

の泉
いずみ

です。泉
いずみ

を見
み

たことありますか？ 

こんこんとわき出
で

ていて、どんなにふさごうと

してもだめです。どんどん押
お

し流
なが

し、わき出
で

ま

す。女
おんな

の人
ひと

の心
こころ

の中
なか

から、イエス様
さま

を伝
つた

える

喜
よろこ

びの泉
いずみ

がわきあがり、あふれて出
で

てきまし

た。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

ご自身
じ し ん

こそが、信
しん

じ

る私
わたし

たちの心
こころ

の泉
いずみ

なのだとわかります。

伝
つた

えないではいられません。 

 

 

 

10 月 24 日（土） 

聖書
せいしょ

 ヨハネ 16・22～24 

聖句
せ い く

 求
もと

めなさい、そうすれば、与
あた

えら

れるであろう。そして、あなたが

たの喜
よろこ

びが満
み

ちあふれるであろ

う。           24節
せつ

 

 「ねぇ、お父
とう

さん」、「ねぇ、お母
かあ

さん」て、

あなたはよくおねだりしますか？ おねだりし

たものがもらえたら、「ヤッタァ！」って、大
おお

喜
よろこ

びするでしょう？ 「わたしの名前
な ま え

によって、

天
てん

の父
ちち

なる神様
かみさま

にお祈
いの

りするのも、同
おな

じです

よ」とイエス様
さま

が言
い

われます。「お祈
いの

りって、

本当
ほんとう

に楽
たの

しいし、わくわくするし、いつ神様
かみさま

か

らの答
こた

えがくるか楽
たの

しみだし、きっと与
あた

えられ

るから、求
もと

めなさい」と言
い

ってくださっていま

す。喜
よろこ

びが満
み

ちあふれるのですから、祈
いの

りた

いね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、私
わたし

の心
こころ

の中
なか

から、泉
いずみ

のよ

うにお祈
いの

りもわき出
で

ますように、そして、

喜
よろこ

びが満
み

ちあふれますように。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 ルカ 5・1～11 

テ ー マ キリストの弟子
で し

として 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 そこで彼
かれ

らは舟
ふね

を陸
りく

に引
ひ

き上
あ

 

      げ、いっさいを捨
す

ててイエスに

従
したが

った。    ルカ 5・11 

目
も く

  標
ひょう

 自分
じ ぶ ん

の無力
むりょく

と罪深
つみぶか

さを覚
おぼ

え、キ

リストに従
したが

う者
もの

となる。 

 

 

 

 

10 月 26 日（月） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・1～2 

聖句
せ い く

 漁師
りょうし

たちは、舟
ふね

からおりて網
あみ

を洗
あら

っ

ていた。          2節
せつ

 

 

 「アーラ! いい所
ところ

でお会
あ

いしましたねェ」っ

て、人
ひと

との出会
で あ

いというのは決
けっ

して自分
じ ぶ ん

で計画
けいかく

したり、計算
けいさん

して与
あた

えられるものではありませ

んね。イエス様
さま

のお話
はなし

が聴
き

きたくて聴
き

きたくて、

群衆
ぐんしゅう

、そう、たくさんの人々
ひとびと

がイエス様
さま

のとこ

ろに押
お

し寄
よ

せてきたのでした。ついにゲネサレ

の湖畔
こ は ん

まで! ちょうどそこに二
に

そうの小舟
こ ぶ ね

が

あって、漁師
りょうし

たちは、舟
ふね

からおりて網
あみ

を洗
あら

って

いるところでした。イエス様
さま

との感動的
かんどうてき

な出会
で あ

いが目
め

の前
まえ

だとは全然
ぜんぜん

知
し

らないで! 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、素晴
す ば

らしい出会
で あ

いはいつも普
ふ

通
つう

の毎日
まいにち

の中
なか

で与
あた

えられるのがわかり、一
いち

日
にち

一日
いちにち

がとても楽
たの

しみです。 

10 月 25 日（日） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・1～11 

聖句
せ い く

 そこで彼
かれ

は舟
ふね

を陸
りく

に引
ひ

き上
あ

げ、

いっさいを捨
す

ててイエスに従
したが

っ

た。           11節
せつ

 

 

 漁師
りょうし

さんたちとは、何
なに

をする人
ひと

たちでしょ

う? ハイ、お魚
さかな

を取
と

る人
ひと

たちです。その通
とお

り! 

ところが、このゲネサレ湖畔
こ は ん

で漁
りょう

をしていた

漁師
りょうし

さんたちは夜通
よ ど お

し働
はたら

いたのに、何
なに

も、一匹
いっぴき

の魚
さかな

も取
と

れなかったのです。お手上
て あ

げ状態
じょうたい

で

した。ところがイエス様
さま

のひとこと、「沖
おき

へこ

ぎ出
だ

して、網
あみ

をおろして漁
りょう

をしてみなさい」

の通
とお

りにしたら…オーツ、大漁
たいりょう

! 「人間
にんげん

をと

る漁師
りょうし

になるのだ」とまたイエス様
さま

から言
い

われ

て、漁師
りょうし

さんたちはイエス様
さま

に従
したが

いました。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、漁師
りょうし

たちは何
なん

と素晴
す ば

らしいお

方
かた

に出会
で あ

ったことでしょう! わたしも彼
かれ

らのように主
しゅ

に従
したが

います。 

 

 

 

 

10 月 27 日（火） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・3 

聖句
せ い く

 シモンに頼
たの

んで岸
きし

から少
すこ

しこぎ出
だ

させ、そしてすわって、舟
ふね

の中
なか

か

ら群衆
ぐんしゅう

にお教
おし

えになった。 3節
せつ

 

 

 二
に

そうの小舟
こ ぶ ね

の持
も

ち主
ぬし

のひとりは、シモンで

した。イエス様
さま

は、群衆
ぐんしゅう

が押
お

し寄
よ

せて来
く

るので、

ついにその一
いっ

そうの小舟
こ ぶ ね

、シモンの小舟
こ ぶ ね

に乗
の

り

込
こ

まれたのです。シモンは押
お

し寄
よ

せる群衆
ぐんしゅう

にま

ず驚
おどろ

き、次
つぎ

にイエス様
さま

がシモンの舟
ふね

に乗
の

り込
こ

ん

でこられたのにも目
め

を丸
まる

くしたでしょう。おま

けに岸
きし

から少
すこ

しこぎ出
だ

してほしいと頼
たの

まれて、

またビックリだったでしょう。その中
なか

からイエ

ス様
さま

はどんなにか大声
おおごえ

でお話
はな

されたことでしょ

うか。一体
いったい

何
なに

を話
はな

されたのでしょうね!? 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、シモンにとっては、思
おも

いもか

けない、突然
とつぜん

のイエス様
さま

との出会
で あ

いでした。

イエス様
さま

との出会
で あ

いを感謝
かんしゃ

します。 



10 月 28 日（水） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・4～5 

聖句
せ い く

 しかし、お言葉
こ と ば

ですから、網
あみ

をおろ

してみましょう。      5節
せつ

 

 

 いよいよイエス様
さま

のお話
はなし

も終
お

わりとなりま

した。するとイエス様
さま

はシモンに向
む

かって、「沖
おき

へこぎ出
だ

し、網
あみ

をおろして漁
りょう

をしてみなさい」

と言
い

われます。シモンの頭
あたま

の中
なか

は、「???」イエ

ス様
さま

は時々
ときどき

、小
ちい

さなわたしたちの脳
のう

みそやハー

トではわからないと思
おも

われることを言
い

われます。

シモンはどう答
こた

えたでしょう? 「先生
せんせい

、漁師
りょうし

の

わたしたちが夜通
よ ど お

し働
はたら

いたのに一匹
いっぴき

も取
と

れな

かったのですよ…でもあなたのお言葉
こ と ば

ですから

網
あみ

をおろしてみます」と。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたやイエス様
さま

が言
い

われる

ことがわからない時
とき

も、あなたのお言葉
こ と ば

を

大切
たいせつ

に思
おも

い従
したが

ってみます。 

 

 

 

 

 

10 月 30 日（金） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・8～9 

聖句
せ い く

 主
しゅ

よ、わたしから離
はな

れてください。

わたしは罪深
つみふか

い者
もの

です。   8節
せつ

 

 

 「ＨＥＬＰ
へ る ぷ

!(助
たす

けて!)」と、シモンは、魚
さかな

が

あまりに多
おお

くて、一
いっ

そうの小舟
こ ぶ ね

だけではとても

岸
きし

まで運
はこ

べないのでもう一
いっ

そうの舟
ふね

に来
く

るよう

頼
たの

みました。そうして二
に

そうの舟
ふね

にいっぱいに

引
ひ

き上
あ

げて入
い

れると舟
ふね

が沈
しず

みそうになったので

す! そんな超大漁
ちょうたいりょう

でした! それをみたシモン

の心
こころ

の中
なか

に、自分
じ ぶ ん

がイエス様
さま

の前
まえ

にどんなにか

力
ちから

のない弱
よわ

い汚
けが

れた罪人
つみびと

なのかハッキリと示
しめ

されたのです。イエス様
さま

のひざもとにひれ伏
ふ

し

て告白
こくはく

しました。この心
こころ

が、実
じつ

は一番
いちばん

神様
かみさま

に喜
よろこ

ばれる心
こころ

なのですね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのお言葉
こ と ば

の力
ちから

の前
まえ

に、

わたしも自分
じ ぶ ん

の罪深
つみぶか

さを悟
さと

ってひれ伏
ふ

し、

ますます従
したが

わせてください。 

 

10 月 29 日（木） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・6～7 

聖句
せ い く

 そしてそのとおりにしたところ、

おびただしい魚
うお

の群
む

れがはいって、

網
あみ

が破
やぶ

れそうになった。   6節
せつ

 

 

「スゴーイ!!」イエス様
さま

が言
い

われたとおりにし

たのです。するとどうでしょう! 「おびただし

い魚
うお

の群
むれ

れ」が網
あみ

の中
なか

にとびこんできたではあ

りませんか! 〈君
きみ

たち、今
いま

までドコにいた

の!?〉って言
い

いたいくらい。網
あみ

が破
やぶ

れそうにな

りましたが、破
やぶ

れなかったのです。きっとシモ

ンや他
ほか

の漁師
りょうし

さんたちのハートも驚
おどろ

きと感激
かんげき

で破
やぶ

れそうになったかも! そうなのです。イエ

ス様
さま

のお言
こと

葉
ば

をそのまま、まともに受
う

け取
と

って、

信
しん

じて従
したが

うとこんな奇跡
き せ き

が起
お

こるのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、「そのとおりにしたところ」

とのみ言葉
こ と ば

をモットーに、いつでもどこで

もどんなことでも従
したが

います。 

 

 

 

 

10 月 31 日（土） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・10～11 

聖句
せ い く

 恐
おそ

れることはない。今
いま

からあなた

は人間
にんげん

をとる漁師
りょうし

になるのだ。 

                10節
せつ

 

 

もちろん、そう思
おも

ったのはシモンだけではあ

りませんでした。ゼベダイの二人
ふ た り

の子
こ

ら、ヤコ

ブとヨハネも同
おな

じでした。すると、イエス様
さま

は

シモンに言
い

われたのです、「恐
おそ

れることはない。

今
いま

からあなたは人間
にんげん

をとる漁師
りょうし

になるのだ」と。

『人間
にんげん

をとる漁師
りょうし

』とは、罪深
つみぶか

く、滅
ほろ

びゆくこ

の世
よ

の海
うみ

の中
なか

から人々
ひとびと

を救
すく

い出
だ

して、天
てん

の御国
み く に

の民
たみ

とする、この地上
ちじょう

で最高
さいこう

最大
さいだい

の漁師
りょうし

です。

シモンはもちろんのことヤコブもヨハネもす

べてを捨
す

てて主
しゅ

に従
したが

いました。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも、「救
すく

うためにおい

でくださったイエス様
さま

」に従
したが

って人々
ひとびと

の

救
すく

いのためのお手伝
て つ だ

いをさせてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 ルカ 7・36～50 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 罪
つみ

赦
ゆる

された者
もの

として 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 この女
おんな

は多
おお

く愛
あい

したから、その

多
おお

くの罪
つみ

はゆるされているので

ある。      ルカ 7・47 

 

目
も く

  標
ひょう

 多
おお

くの罪
つみ

を赦
ゆる

された者
もの

として、

キリストを愛
あい

して生
い

きる。 

 

 

 

 

 

  11 月 2 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 7・36 

聖句
せ い く

 あるパリサイ人
びと

がイエスに、食事
しょくじ

を

共
とも

にしたいと申
もう

し出
で

た。   36節
せつ

 

 

ユダヤでは、先生
せんせい

とよばれる人
ひと

をまねくこと

は良
よ

い行
おこな

いで、いっしょに食事
しょくじ

をしながらみ

んなでお話
はなし

を聞
き

くということがよくありまし

た。中
なか

には、良
よ

い行
おこな

いをしているのを見
み

ても

らいたいと思
おも

う人
ひと

もいたみたい。 

このときは、パリサイ人
びと

がイエス様
さま

をまねき

ました。でも、パリサイ人
びと

はイエス様
さま

のことを

いつも悪
わる

く言
い

う人
ひと

たちです。 

イエス様
さま

は、ご自分
じ ぶ ん

が試
ため

される所
ところ

であって

も喜
よろこ

んで行
い

き、神
かみ

様
さま

のことを伝
つた

えました。 

 神
かみ

様
さま

のことだけを思
おも

っておられたんだね。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

のことばかりではな 

く、あなたのことを思
おも

ってすごせます 

ように。 

 

 

  11 月 1 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 ルカ 7・47 

聖句
せ い く

 この女
おんな

は多
おお

く愛
あい

したから、その多
おお

くの罪
つみ

はゆるされているのである。 

47節
せつ

 

  

 あなたは、自分
じ ぶ ん

が受
う

けなければいけない罪
つみ

の

罰
ばつ

を、イエス様
さま

がぜんぶせおって受
う

けてくだ

さったと知
し

ったとき、どんな気
き

もちでしたか？ 

 この「罪
つみ

の女
おんな

」とよばれていた人
ひと

はきっと、

「イエス様
さま

がわたしの救
すく

い主
ぬし

！」とはっきりわ

かって、うれしくて、いても立
た

ってもいられな

くなり、自分
じ ぶ ん

にできるせいいっぱいのことを、

イエス様
さま

におささげしたいと思
おも

ったんだね。 

 わたしたちも「赦
ゆる

されてよかったね」で終
お

わ

るのではなく、自分
じ ぶ ん

にできるせいいっぱいの

感謝
かんしゃ

の気
き

もちを、イエス様
さま

におささげしよう！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、赦
ゆる

されたよろこびと感謝
かんしゃ

を、

せいいっぱいあなたに表
あらわ

します！ 

 

 

 

 

  11 月 3 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 7・37～38 

聖句
せ い く

 涙
なみだ

でイエスの足
あし

をぬらし、自分
じ ぶ ん

の

髪
かみ

の毛
け

でぬぐい、そして、その足
あし

に

接吻
せっぷん

して、香油
こ う ゆ

を塗
ぬ

った。  38節
せつ

 

 

 もし、あなたの近
ちか

くに救
すく

い主
ぬし

イエス様
さま

がいた

らどうするかなあ？ 

イエス様
さま

は清
きよ

くて、わたしは汚
けが

れている。イ

エス様
さま

にふれることも、近
ちか

づくこともできない

んじゃないか、と思
おも

う人
ひと

もいるかもしれないね。  

でも、この「罪
つみ

の女
おんな

」とよばれていた人
ひと

を見
み

て！ イエス様
さま

を信
しん

じるなら、だれから「罪
つみ

人
びと

」

とよばれていても、イエス様
さま

だけはやさしく受
う

け入
い

れてくださり、味方
み か た

になってくださり、友
とも

となってくださるとわかるね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、こんなわたしでも、受
う

け入
い

れてくださり、友
とも

となってくださるイエ

ス様
さま

に感謝
かんしゃ

します。 

 



 

 11 月 4 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 7・39 

聖句
せ い く

 それは罪
つみ

の女
おんな

なのだから。 39節
せつ

 

 

パリサイ人
びと

は、ユダヤ人
じん

の中
なか

でも、神
かみ

様
さま

の教
おし

えをキッチリ守
まも

ろうとしていた人
ひと

たちです。だ

からよけいに、神
かみ

様
さま

の教
おし

えを守
まも

らない人
ひと

や罪
つみ

人
びと

と言
い

われる人
ひと

、汚
けが

れたものにさわると、自分
じ ぶ ん

も

汚
けが

れると思
おも

ってきらっていたのでした。 

外側
そとがわ

のことばかり気
き

にしている間
あいだ

に、じつ

は罪
つみ

や汚
けが

れが、「自分
じ ぶ ん

の心
こころ

の中
なか

から出
で

てくる」

ということが分
わ

からなくなっていたんだね。

行
おこな

いは正
ただ

しくても、愛
あい

がなければ神様
かみさま

の前
まえ

に

は意味
い み

がないんだよね。 

本当
ほんとう

に清
きよ

くされなければいけなかったのは、

このパリサイ人
びと

だったんだね。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、行
おこな

いや、外側
そとがわ

の清
きよ

さばか

りを気
き

にするのではなく、心
こころ

の中
なか

の清
きよ

さを気
き

にして生
い

きていけますように。 

 

 

 

 

  11 月 6 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 7・44～47 

聖句
せ い く

 少
すこ

しだけゆるされた者
もの

は、少
すこ

しだけ

しか愛
あい

さない。       47節
せつ

 

 

人
ひと

からなにか助
たす

けられたり、してもらったと

きは「ありがとう」って言
い

うよね？ そして、

その人
ひと

のことがすっごく好
ず

きになっておかえ

ししたいし、役
やく

に立
た

ちたいって思
おも

うよね。 

これは罪
つみ

が赦
ゆる

された人
ひと

のしぜんな変化
へ ん か

。神
かみ

様
さま

をよろこばせたい、イエス様
さま

の役
やく

にたちたいっ

て気
き

もちで、毎日
まいにち

をすごすようになるよ。 

良
よ

いことをするから神
かみ

様
さま

に愛
あい

されるんじゃ

ない、神
かみ

様
さま

がまずわたしたちを愛
あい

しておられる

ことを知
し

ろう。そして、こんどは、あなたが、

だれかを愛
あい

し、赦
ゆる

していく人
ひと

になろうね。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、まずあなたが愛
あい

し、赦
ゆる

して

くださり感謝
かんしゃ

します。わたしも、あなた

と人
ひと

を愛
あい

する子
こ

どもとしてください。 

 

 

  11 月 5 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 7・40～42 

聖句
せ い く

 返
かえ

すことができなかったので、彼
かれ

は

ふたり共
とも

ゆるしてやった。  42節
せつ

 

 

 このたとえ話
ばなし

の中
なか

で大切
たいせつ

なことは、借
か

りた

お金
かね

が小
ちい

さかろうが大
おお

きかろうが、どうやって

も返
かえ

せなかったことと、返
かえ

せないはずのものが

ちょう消
け

しにされたっていうことだよね。 

そして、これは罪
つみ

のお話
はなし

なんだ。どんな小
ちい

さ

な罪
つみ

でも、イエス様
さま

を信
しん

じるまでは、神
かみ

様
さま

の子
こ

どもになれないわたしたち。それが赦
ゆる

される！

罪
つみ

をおかしたこともない者
もの

とされる！という

ことをどれくらいふかく感
かん

じているだろう？  

「罪
つみ

が赦
ゆる

される」ということはすごいことだ

ね！ イエス様
さま

、ありがとう！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、罪
つみ

が赦
ゆる

されたことの大
おお

きさ

を、ふかく感
かん

じて、わすれることがあり

ませんように。 

 

 

 

 

  11 月 7 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 7・48～50 

聖句
せ い く

 罪
つみ

をゆるすことさえするこの人
ひと

は、

いったい、何
なに

者
もの

だろう。   49節
せつ

 

 

 世界
せ か い

には、神
かみ

様
さま

がいるとは信
しん

じていても、ど

うしてイエス様
さま

が救
すく

い主
ぬし

じゃないといけない

のかわからない人
ひと

たちがたくさんいるんだ。 

そんな人
ひと

たちの目
め

から見
み

れば、イエス様
さま

を

「何者
なにもの

だろう」と思
おも

うよね。 

でも、自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

のこと、神
かみ

様
さま

の愛
あい

のこと、イ

エス様
さま

の十字架
じゅうじか

のことを知
し

れば知
し

るほど、イエ

ス様
さま

じゃなきゃだめなんだって、わかるね。 

どうか、先
さき

に知
し

ったあなたから、まだ知
し

らな

い人
ひと

たちへ、イエス様
さま

のことを伝
つた

えていってく

ださいね。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

を何者
なにもの

か分
わ

からな

い人
ひと

に、少
すこ

しでもその意味
い み

を伝
つた

えていけ

ますように。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 マタイ 19・16－26 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 富
と

める青年
せいねん

の悲
かな

しみ 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 人
ひと

にはそれはできないが、神
かみ

に

はなんでもできない事
こと

はない。          

マタイ 19・26 

 

目
も く

  標
ひょう

 砕
くだ

かれた心
こころ

でキリストを信
しん

じ、

救
すく

いを受
う

け取
と

る者
もの

となる。 

 

 

 

 

  11 月 9 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 19・16 

聖句
せ い く

 永遠
えいえん

の生命
せいめい

を得
え

るためには、どんな

よいことをしたらいいでしょうか。 

16節
せつ

 

 

この世界
せ か い

では、なにかしてあげたらおかえし

が返
かえ

ってくるものだと考
かんが

えます。そして、そ

れをそのまま神
かみ

様
さま

にもあてはめて「わたしがこ

んなにしてるんだから、神
かみ

様
さま

もよくしてよ

ね！」と思
おも

ってしまうんだね。 

でも、神
かみ

様
さま

はあなたが良
よ

い子
こ

で、なんでもで

きる子
こ

だから愛
あい

してくださるのではないよ。ど

んなあなたでも、そのまま愛
あい

してくださってい

ることをわすれないでくださいね。 

そしてあなたも、この青年
せいねん

のような考
かんが

えを

心
こころ

に持
も

っていないか、点検
てんけん

してみてください。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしをそのまま愛
あい

してく

ださることを感謝
かんしゃ

します。 

 

 

  11 月 8 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 マタイ 19・47 

聖句
せ い く

 人
ひと

にはそれはできないが、神
かみ

にはな

んでもできない事
こと

はない。  26節
せつ

 

  

 この世界
せ か い

には、自分
じ ぶ ん

ががんばれば、なんだっ

て手
て

に入
はい

るし、できないことはないけど、神
かみ

様
さま

はなにもしてくれないじゃない！と考
かんが

えてい

る人
ひと

がたくさんいます。だから、なんとか努力
どりょく

して良
よ

いものを手
て

に入
い

れて安心
あんしん

したいんだね。 

 でも、人
ひと

にはどうやってもできないことがあ

るね。それは、死
し

んだあと、天国
てんごく

にいくこと。 

 天国
てんごく

や永遠
えいえん

の命
いのち

は神
かみ

様
さま

のもの。けっしてお

金や行
おこな

いで買
か

えるものではないよね。 

 そして、天国
てんごく

行
い

きのこたえを知
し

っている人
ひと

は

言
い

うのです。「人
ひと

にはできないけど、神
かみ

様
さま

には

できるんだよ！」って。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、天国
てんごく

へ行
い

く方
ほう

法
ほう

を知
し

ってい

る幸
しあわ

せを感謝
かんしゃ

します。 

 

 

 

 

  11 月 10 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 19・17 

聖句
せ い く

 なぜよい事
こと

についてわたしに尋
たず

ね

るのか。よいかたはただひとりだけ

である。           17節
せつ

 

 

 「良
よ

い」は「良
よ

い」でも、イエス様
さま

は「事
こと

」

ではなく「方
かた

」に注目
ちゅうもく

してほしいと思
おも

ってい

るのに気
き

づきましたか？ 

わたしたちは、なにか起
お

きると行
おこな

いや出来
で き

事
こと

だけに心
こころ

をうばわれて、神
かみ

様
さま

そっちのけ！  

でもね、どんな良
よ

い事
こと

も、ただ自分
じ ぶ ん

のために

だけって考
かんが

えているならさびしいものです。 

ほんとうにたいせつなのは、あなたの行
おこな

い

ではなく、あなたと神
かみ

様
さま

が、どのような関係
かんけい

で

いるかだよね。良
よ

い方
かた

を見
み

あげていよう！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、行
おこな

いで、ものごとの価値
か ち

を

きめるのではなく、あなたとの関係
かんけい

をた

いせつにしていけますように。 

 



 

 11 月 11 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 19・17～19 

聖句
せ い く

 もし命
いのち

に入
い

りたいと思
おも

うなら、い

ましめを守
まも

りなさい。    17節
せつ

 

 

イエス様
さま

は、この青年
せいねん

に、そしてあなたに、

なにを気
き

づかせたかったんだろう? 

どんなにみんながそんけいする人
ひと

も、行
おこな

い

が正
ただ

しいように見
み

える人
ひと

も、神
かみ

様
さま

の前
まえ

に立
た

つと

き 100％正
ただ

しい人
ひと

間
げん

と言
い

えるでしょうか？ 

ちがうよね、100％どころか、欠点
けってん

や失敗
しっぱい

ば

かりの自分
じ ぶ ん

に気
き

づくよね。そして、自力
じ り き

で天国
てんごく

に行
おこな

ける人
ひと

はいないとわかるはずです。 

だからこそ、イエス様
さま

の言葉
こ と ば

を聞
き

いたとき、

「そうだ、救
すく

い主
ぬし

イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

が必要
ひつよう

なん

だ」と気
き

づくんだね。イエス様
さま

の救
すく

いを信
しん

じる

から、神
かみ

様
さま

の前
まえ

に行
い

けるようになるんだね。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしがあなたの前
まえ

に行
い

け

るのはイエス様
さま

がいるからです。イエス

様
さま

の十字架
じゅうじか

を感謝
かんしゃ

します。 

 

 

 

  11 月 13 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 19・23～24 

聖句
せ い く

 富
と

んでいる者
もの

が天国
てんごく

にはいるのは、

むずかしいものである。   23節
せつ

 

 

神
かみ

様
さま

は、ある人
ひと

にはお金
かね

という祝福
しゅくふく

をそそ

いでくださることがあるね。でも、イエス様
さま

の

このことばを聞
き

くと、目
め

に見
み

えるものには気
き

を

つけないといけないって思
おも

うよね？ 

お金
かね

があることが悪
わる

いのではなくて、気
き

がつ

けば「神
かみ

様
さま

」より「カネ様
さま

」になってしまうか

らだね。 

たいせつなのは、神
かみ

様
さま

の祝福
しゅくふく

でいただいた

ものだとわかっていること、そして、それをだ

れのために、どんなふうに使
つか

っていくかだよね。

もちろん、神
かみ

様
さま

と人
ひと

をよろこばせるために使
つか

え

たら、いちばんだね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

をよろこばせるためで

はなく、人
ひと

とあなたのために、いただい

たものを使
つか

っていけますように。 

 

  11 月 12 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 19・20～22 

聖句
せ い く

 青年
せいねん

は悲
かな

しみながら立
た

ち去
さ

った。た

くさんの資産
し さ ん

を持
も

っていたからであ

ある。           22節
せつ

 

 

 イエス様
さま

の人生
じんせい

を見
み

ると「自分
じ ぶ ん

を愛
あい

するよう

に、あなたの隣
とな

り人
びと

を愛
あい

せよ」ということをで

きると思
おも

っていた自分
じ ぶ ん

の愛
あい

がとても小
ちい

さいも

のだって気
き

づくね。イエス様
さま

は人
ひと

に愛
あい

を与
あた

えつ

づけ、命
いのち

まで捨
す

ててくださったんだもの。 

あなたが自分
じ ぶ ん

の愛
あい

の小
ちい

ささに気
き

づいたなら、

この青年
せいねん

のように立
た

ち去
さ

らないでください。 

神
かみ

様
さま

の前
まえ

に、愛
あい

のない自分
じ ぶ ん

であることをみと

めてイエス様
さま

に従
したが

っていくなら、あなたの心
こころ

にイエス様
さま

の愛
あい

があふれて、人
ひと

と神
かみ

様
さま

を愛
あい

せる

人生
じんせい

に変
か

えられるよ！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしの心
こころ

をイエス様
さま

の

愛
あい

でいっぱいにしてください。 

 

 

 

 

  11 月 14 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 19・25 

聖句
せ い く

 では、だれが救
すく

われることができる

のだろう。         25節
せつ

 

 

 きっとだれもが、自分
じ ぶ ん

の心
こころ

の中
なか

をのぞくな

ら、「こんなわたしが天国
てんごく

にいけるのかな…」っ

て心
しん

配
ぱい

になってしまうね。 

そんなわたしたちでも、イエス様
さま

は救
すく

って今
いま

もいっしょに歩
あゆ

んでくださり、天国
てんごく

の道
みち

にみち

びいていてくださるのはなんて幸
しあわ

せなこと！ 

あなたのまわりにも、天国
てんごく

に行
い

きたいけれど、

わからないでいる人
ひと

たちがいるでしょう。そん

な人
ひと

に出会
で あ

ったなら、イエスがどんなにすばら

しいお方
かた

か、教
おし

えてあげてね。多
おお

くの人
ひと

が不可
ふ か

能
のう

が可能
か の う

になることを体験
たいけん

できますように！ 

  

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、天国
てんごく

に行
い

けるというしあわ

せを、たくさんの人
ひと

と分
わ

かち合
あ

えますよ

うに。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 ルカ 19・1～10 

テ ー マ キリストとの出会
で あ

い 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 人
ひと

の子
こ

がきたのは、 失
うしな

われた

ものを尋
たず

ね出
だ

して救
すく

うためで

ある。    ルカ 19・10 

目
も く

  標
ひょう

 救
すく

い主
ぬし

キリストに出会
で あ

い、キリ

ストを心
こころ

に迎
むか

え入
い

れる。 

 

 

 

 

11 月 16 日（月） 

聖書
せいしょ

 ルカ 19・1～2 

聖句
せ い く

 この人
ひと

は取
しゅ

税人
ぜいにん

のかしらで、金持
かねもち

で

あった。          2節
せつ

 

 

 あなたの名前
な ま え

には、どんな意味
い み

がこめられて

いますか？ 「ザアカイ」という名前
な ま え

は、日本流
にほんりゅう

に言
い

うと、「正
ただし

くん」とか、「清
きよし

くん」という、

とても良
よ

い名前
な ま え

です。ところが、そんな名前
な ま え

に

はふさわしくない生活
せいかつ

をしていたのです。取
しゅ

税人
ぜいにん

とはローマの手先
て さ き

で、同
おな

じユダヤ人
じん

から

税金
ぜいきん

を取
と

るので、嫌
きら

われ者
もの

でした。どうして金持
か ね も

ちになれたか、わかるでしょう。そう、余分
よ ぶ ん

な

お金
かね

を取
と

りたてていたのです。正
ただ

しくも清
きよ

くも

ない、心
こころ

さびしい人
ひと

だったのですね。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、よい地位
ち い

と、たくさんの財産
ざいさん

が

幸
しあわ

せの条件
じょうけん

ではないということが、ザア

カイを見
み

てよくわかります。 

11 月 15 日（日） 

聖書
せいしょ

 ルカ 19・1～10 

聖句
せ い く

 人
ひと

の子
こ

がきたのは、失
うしな

われたもの

を尋
たず

ね出
だ

して救
すく

うためである。 

10節
せつ

 

 

 かわいいペットがいなくなって、必死
ひ っ し

で捜
さが

し

たことがあるでしょうか。「おーい！ 帰
かえ

って

おいでーフラフラしてたら死
し

んじゃうよう」っ

て。見
み

つかった時
とき

はうれしかったでしょう。イ

エス様
さま

も、神
かみ

様
さま

のもとから離
はな

れて、自分勝手
じ ぶ ん か っ て

に

生
い

きて、そのままだと永遠
えいえん

に滅
ほろ

びてしまう私
わたし

たちを見
み

つけ出
だ

して、救
すく

うために来
き

てください

ました。ここには、ひどいやり方
かた

で取
しゅ

税人
ぜいにん

のお

かしらになったけど、とっても淋
さび

しかった、失
うしな

われていたザアカイの救
すく

いの物語
ものがたり

があります。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのもとから離
はな

れ迷
まよ

い出
で

て 失
うしな

われている 私
わたし

たちを、尋
たず

ね出
だ

して

救
すく

ってくださるイエス様
さま

を感謝
かんしゃ

します。 

 

 

 

 

11 月 17 日（火） 

聖書
せいしょ

 ルカ 19・3～4 

聖句
せ い く

 それでイエスを見
み

るために、前
まえ

の

方
ほう

に走
はし

って行
い

って、いちじく桑
ぐわ

の

木
き

に登
のぼ

った。       4節
せつ

 

 

 みんなからのけ者
もの

のようにされていたザアカ

イには、もう一
ひと

つ、くやしい気持
き も

ちがありまし

た。「背
せ

が低
ひく

かった」のです。つまり、人々
ひとびと

から

は「チビ」と言
い

われて育
そだ

ってきたのですね。そ

れで、「よーし、今
いま

に見
み

ていろ」と、取
しゅ

税人
ぜいにん

のか

しらにまでなり、がっぽりお金
かね

をためていった

のでした。そのザアカイが、「イエス様
さま

を見
み

た

い！」と思
おも

ったのです。でも、人々
ひとびと

が邪魔
じ ゃ ま

でと

ても見
み

えません。ついにピンと来
き

て、いちじく桑
くわ

の木
き

に登
のぼ

りました。しっかり見
み

ようとしてね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ザアカイの熱心
ねっしん

な思
おも

いが伝
つた

わってきます。わたしも熱心
ねっしん

に教会
きょうかい

に

通
かよ

ってイエス様
さま

とお会
あ

いしたいです。 



11 月 18 日（水） 

聖書
せいしょ

 ルカ 19・5～7 

聖句
せ い く

 ザアカイよ、急
いそ

いで下
お

りてきなさい。

きょう、あなたの家
いえ

に泊
と

まることに

しているから。       5節
せつ

 

 

 「あっ、イエス様
さま

だ！」と、じっと見
み

つめて

いると、ザアカイのいるすぐ下
した

でピタッと止
と

ま

られ、上
うえ

を見
み

あげて、言
い

われます。「ザアカイよ」。

「エエーッ!? 私
わたし

のこと!? 」 自分
じ ぶ ん

の名前
な ま え

を

ちゃんと呼
よ

ばれて、（こんなこと全然
ぜんぜん

なかった

かも）ザアカイは心臓
しんぞう

がドキドキ！ 次
つぎ

の瞬間
しゅんかん

、

「急
いそ

いで下
お

りてきなさい。きょう、あなたの家
いえ

に

泊
と

まることにしているから」。「ヒェーッ、

今晩
こんばん

！ うちに？」 ザアカイはころがり落
お

ちる

ように木
き

からおりてイエス様
さま

を迎
むか

えました。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ザアカイの破裂
は れ つ

しそうな心臓
しんぞう

と、喜
よろこ

びでいっぱいの姿
すがた

が目
め

に浮
う

かびま

す。わたしも喜
よろこ

んでイエス様
さま

を迎
むか

えます。 

 

 

 

 

11 月 20 日（金） 

聖書
せいしょ

 ルカ 19・9～10 

聖句
せ い く

 きょう、救
すくい

がこの家
いえ

にきた。この人
ひと

もアブラハムの子
こ

なのだから。9節
せつ

 

 

 「きょう、今
いま

！ 救
すく

いがこの家
いえ

にきた」と、イ

エス様
さま

は心
こころ

から喜
よろこ

ばれました。ザアカイは、

イエス様
さま

を喜
よろこ

んで自分
じ ぶ ん

の家
いえ

に迎
むか

え入
い

れたと共
とも

に、心
こころ

の内
うち

にもしっかりとお迎
むか

えしましたから。

きょう、あなたの心
こころ

の中
なか

にもイエス様
さま

をお迎
むか

え

しましょう。きょう、あなたのお家
うち

にも、イエ

ス様
さま

をお迎
むか

えしましょう。「人
ひと

の子
こ

」とはイエス

様
さま

のことです。このようにして、イエス様
さま

は、

「神様
かみさま

の前
まえ

から失
うしな

われている人
ひと

を尋
たず

ね出
だ

して

救
すく

うために来
き

ました」と言
い

われます。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたを知
し

らず、失
うしな

われてい

た私
わたし

たちを尋
たず

ね出
だ

して救
すく

うために、イエス

様
さま

をつかわしてくださり感謝
かんしゃ

します。 

11 月 19 日（木） 

聖書
せいしょ

 ルカ 19・8 

聖句
せ い く

 主
しゅ

よ、わたしは誓
ちか

って自分
じ ぶ ん

の財産
ざいさん

の半分
はんぶん

を貧民
ひんみん

に施
ほどこ

します。 8節
せつ

 

 

だーれも相手
あ い て

にしてくれないのに、イエス様
さま

だけが、こんな私
わたし

に声
こえ

をかけ、家
いえ

にまで来
き

て

くださったと思
おも

うと、ザアカイの心
こころ

に光
ひかり

がさ

してきました。自分
じ ぶ ん

がやってきたいろんな悪
わる

い

ことが見
み

えてきたのです。「ああ、私
わたし

はまち

がっていた。私
わたし

もイエス様
さま

のように、きよく、

正
ただ

しく、やさしくなりたい」と、ザアカイは心
こころ

から悔
く

い改
あらた

めて、180度
ど

方向
ほうこう

転換
てんかん

しました。そ

して罪
つみ

のつぐないをするとイエス様
さま

に言
い

いま

した。財産
ざいさん

の半分
はんぶん

は貧民
ひんみん

にほどこし、不正
ふ せ い

をし

て得
え

た分
ぶん

は四倍
よんばい

にして返
かえ

しますと。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

だけが、人
ひと

の心
こころ

に

働
はたら

いて、変
か

えてくださるお方
かた

です。イエ

ス様
さま

に近
ちか

く生活
せいかつ

できますように。 

 

 

 

 

11 月 21 日（土） 

聖書
せいしょ

 マタイ 9・9～13 

聖句
せ い く

 わたしがきたのは、義人
ぎ じ ん

を招
まね

くた

めではなく、罪人
つみびと

を招
まね

くためであ

る。                    13節
せつ

 

 

ここに、もう一人
ひ と り

の取
しゅ

税人
ぜいにん

がいます。マタイ

という人
ひと

です。イエス様
さま

は、この人
ひと

にも、「わ

たしに従
したが

ってきなさい」と声
こえ

をかけられまし

た。すると彼
かれ

はすぐに立
た

ちあがって、イエス様
さま

に従
したが

ったのでした。食事
しょくじ

の時
とき

には、多
おお

くの取
しゅ

税人
ぜいにん

や罪人
つみびと

たちがきて、イエス様
さま

や弟子
で し

たちと

共
とも

に席
せき

に着
つ

きます。パリサイ人
びと

たちが「どうし

てこんな人
ひと

たちと食事
しょくじ

をするのか？」と言
い

うの

を聞
き

いて、「わたしは罪人
つみびと

を招
まね

くためにきたの

だ」と言
い

われます。何
なん

と感謝
かんしゃ

なことでしょう。  

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

は本当
ほんとう

に、天
てん

からの

「福音
ふくいん

」、グッド・ニュースです。すべての 

   人
ひと

 がイエス様
さま

と出会
で あ

いますように。 

 



 

 

収穫
しゅうかく

感謝
かんしゃ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 詩篇
し へ ん

65・1～13 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 恵
めぐ

み深
ふか

き神
かみ

への賛美
さ ん び

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 牧場
ま き ば

は羊
ひつじ

の群
む

れを着
き

、もろもろ

の谷
たに

は穀物
こくもつ

をもっておおわれ、彼
かれ

らは喜
よろこ

び呼
よ

ばわって共
とも

に歌
うた

う。 

        詩篇
し へ ん

65・13  

目
も く

  標
ひょう

 神
かみ

のもろもろの恵
めぐ

みを覚
おぼ

え、神
かみ

を賛美
さ ん び

する。 

 

 

 

 

 11 月 23 日（月） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

65・2～3 

聖句
せ い く

 祈
いのり

を聞
き

かれる方
かた

よ、すべての肉
にく

なる

者
もの

は罪
つみ

のゆえにあなたに来
く

る。 

2～3節
せつ

 

 

 神様
かみさま

を礼拝
れいはい

できるって、すごい恵
めぐ

みなんです

よ。本当
ほんとう

は、罪
つみ

をもつわたしたちは、神様
かみさま

の前
まえ

になんて出
で

られないはずなんです。でも、イエ

ス様
さま

はわたしたちの罪
つみ

のみがわりに十字架
じゅうじか

に

かかってくださいました。これは、わたしたち

が安心
あんしん

して神様
かみさま

の前
まえ

に出
で

て、礼拝
れいはい

することがで

きるように、神
かみ

様
さま

のほうからくださった恵
めぐ

み。 

 あなたがどんなに罪深
つみぶか

くても、神様
かみさま

はあなた

が大好
だ い す

き。「礼拝
れいはい

においで！」って呼
よ

んでくだ

さっているんです。なんていう恵
めぐ

み! これはも

う、ぜったい礼拝
れいはい

しないと！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、罪人
つみびと

のわたしをゆるして、礼
れい

 

拝
はい

に呼
よ

んでくださり感謝
かんしゃ

します。心
こころ

から 

あなたを礼拝
れいはい

していきます！ 

 

 11 月 22 日（日） 
聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

65・1 

聖句
せ い く

 神
かみ

よ、シオンにて、あなたをほめた

たえることはふさわしいことである。 

1節
せつ

 

 

 今年
こ と し

も収穫
しゅうかく

感謝
かんしゃ

の日
ひ

がやってきました。食
た

べ

物
もの

の感謝
かんしゃ

はもちろん、わたしたちは神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

することが山
やま

ほどあるはず。今週
こんしゅう

は、なかなか

気
き

づかない神様
かみさま

の恵
めぐ

みに心
こころ

をむけましょう。 

さて、神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

をささげる時
とき

、どんなふう

に感謝
かんしゃ

をあらわしたらいいかな？ それはね、神
かみ

様
さま

をほめたたえることが一番
いちばん

。心
こころ

から礼拝
れいはい

をさ

さげて、神様
かみさま

をほめたたえるのです。神様
かみさま

だけ

にしっかり心
こころ

をむけて、感謝
かんしゃ

の礼拝
れいはい

をささげま

しょう！ 賛美
さ ん び

は力
ちから

いっぱい声
こえ

をだしてね！ 

それが、あなたが何
なに

をするよりも、神様
かみさま

が喜
よろこ

ん

でくださることなのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたに心
こころ

から感謝
かんしゃ

をこめ  

   て、礼拝
れいはい

をおささげします！ 

 

 

 

 11 月 24 日（火） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

65・5～7 

聖句
せ い く

 あなたは大能
たいのう

を帯
お

び、そのみ力
ちから

に

よって、もろもろの山
やま

を堅
かた

く立
た

たせら

れる。           6節
せつ

 
 

 わたしたちが信
しん

じている神様
かみさま

って、どんなお

方
かた

か、よ～く考
かんが

えたことがありますか？ 今日
き ょ う

読
よ

んだところには、「地
ち

」「海
うみ

」「山
やま

」がでてきま

すね。神様
かみさま

は、天
てん

にあるもの地
ち

にあるもの、す

べてを造
つく

られて、治
おさ

めておられるお方
かた

。もう、

人間
にんげん

じゃ考
かんが

えられないほどの力
ちから

、けっして

人間
にんげん

が追
お

いつくことはできない力
ちから

がある、

「大能
たいのう

」のお方
かた

なのです。考
かんが

えれば考
かんが

えるほ

ど、神様
かみさま

はすごすぎる…！ 

このお方
かた

が、わたしたちが信
しん

じる神様
かみさま

です。

いつも共
とも

にいてくださる神様
かみさま

です。なんて感謝
かんしゃ

なことだろう、って思
おも

いませんか？ 
 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、大能
たいのう

のお方
かた

が、わたしの信
しん

じ

る神
かみ

様
さま

であることを心
こころ

から感謝
かんしゃ

します！ 

 



 

 11 月 25 日（水） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

65・7～8 

聖句
せ い く

 あなたは朝
あさ

と夕
ゆう

の出
で

る所
ところ

をして喜
よろこ

び歌
うた

わせられる。      8節
せつ

 

 

 神様
かみさま

は、世界中
せかいじゅう

の人々
ひとびと

を治
おさ

めておられるお方
かた

です。今日
き ょ う

読
よ

んだ、「朝
あさ

と夕
ゆう

の出
で

る所
ところ

」というの

はね、太陽
たいよう

がのぼる東
ひがし

の国
くに

から、沈
しず

む西
にし

の果
は

て

の国
くに

まで、世界中
せかいじゅう

の国々
くにぐに

！という意味
い み

。世界中
せかいじゅう

の

人々
ひとびと

の間
あいだ

で起
お

こっていることぜんぶ、神様
かみさま

がか

かわっていないことは何一
なにひと

つありません。 

あなたの人生
じんせい

もそうですよ。神様
かみさま

があなたか

ら離
はな

れちゃった、あなたを忘
わす

れちゃった、…な

～んてことは今
いま

まで一度
い ち ど

もないし、これからも

けっしてありません。神様
かみさま

があなたを治
おさ

めてお

られるのですから。それがわかると、神様
かみさま

を畏
おそ

れ

る気持
き も

ちと賛美
さ ん び

する気持
き も

ちがわいてきますね！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、世界中
せかいじゅう

を治
おさ

め、わたしを治
おさ

め 

   ておられるあなたを心
こころ

から賛美
さ ん び

します！ 

 

 

 

 

 11 月 27 日（金） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

65・10～11 

聖句
せ い く

 またその恵
めぐ

みをもって年
とし

の 冠
かんむり

とさ

れる。あなたの道
みち

にはあぶらがしたた

る。           11節
せつ

 

 

 今日
き ょ う

読
よ

んだところは、神様
かみさま

がまるで農家
の う か

の方
かた

みたいに「よいしょ、よいしょ」と働
はたら

いておら

れるように書
か

かれていますね。目
め

には見
み

えなく

ても、神様
かみさま

は毎年
まいとし

、春
はる

・夏
なつ

・秋
あき

・冬
ふゆ

、休
やす

むこと

なく、すべての作物
さくもつ

を育
そだ

ててくださっています。 

作物
さくもつ

や果物
くだもの

でいっぱいの畑
はたけ

を見
み

たことがあり

ますか？ もう、本当
ほんとう

に美
うつく

しいんですよ！ まる

で、神様
かみさま

が畑
はたけ

に美
うつく

しい 冠
かんむり

をかぶせてくださっ

ているみたいです。だって、神様
かみさま

がわたしたち

のために愛情
あいじょう

をこめて育
そだ

ててくださったものな

んですから…。うれしくて涙
なみだ

が出
で

てきそう。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしのために、休
やす

むこと

なく作物
さくもつ

を育
そだ

ててくださり、心
こころ

から感謝
かんしゃ

します。感謝
かんしゃ

しながらいただきます！ 

 

 11 月 26 日（木） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

65・9 

聖句
せ い く

 あなたは地
ち

に臨
のぞ

んで、これに水
みず

をそ

そぎ、これを大
おお

いに豊
ゆた

かにされる。神
かみ

の川
かわ

は水
みず

で満
み

ちている。   9節
せつ

 

 

 わたしたちが毎日
まいにち

飲
の

んでいる、水
みず

。え、お茶
ちゃ

を

飲
の

んでいるって？ それも水
みず

からできています

よね。水
みず

は、神様
かみさま

からの恵
めぐ

みなんですよ！ 

人
ひと

は水
みず

をとらないと生
い

きていけません。畑
はたけ

の

作物
さくもつ

も果物
くだもの

も、水
みず

がなければ枯
か

れます。水
みず

は本
ほん

当
とう

に大切
たいせつ

なものです。日本
に ほ ん

では水道
すいどう

をひねれば水
みず

が出
で

てくるので、感謝
かんしゃ

したことがないかもしれ

ません。でも、その水
みず

は、あなたのために神様
かみさま

が

雨
あめ

をふらせ、そそいでくださる水
みず

なのです。な

んだか水
みず

を見
み

る目
め

が変
か

わりますね。水
みず

を飲
の

む時
とき

も、神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

しないといけませんね！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あたりまえのように飲
の

む水
みず

 

が、神様
かみさま

の恵
めぐ

みだとわかりました。心
こころ

か 

ら感謝
かんしゃ

します！ 

 

 

 

 11 月 28 日（土） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

65・12～13 

聖句
せ い く

 牧場
ま き ば

は羊
ひつじ

の群
む

れを着
き

、もろもろの谷
たに

は穀物
こくもつ

をもっておおわれ、彼
かれ

らは喜
よろこ

び呼
よ

ばわって共
とも

に歌
うた

う。  13節
せつ

 

 

 今日
き ょ う

は、神様
かみさま

が造
つく

られたものすべてが、神様
かみさま

に

感謝
かんしゃ

して、いっしょに神様
かみさま

をほめたたえる！と

書
か

かれています。作物
さくもつ

も、羊
ひつじ

も、そのほかすべ

てのもの、わたしたち人間
にんげん

もいっしょに！です。 

もし、わたしたちが神様
かみさま

を信
しん

じていなかった

ら、食
た

べ物
もの

、着
き

る物
もの

など、ぜんぶあるのが当
あ

た

り前
まえ

だと思
おも

って生
い

きていたでしょう。神様
かみさま

に「あ

りがとう」も言
い

わずに生
い

きていくでしょう。だ

から、神様
かみさま

を信
しん

じているって恵
めぐ

みだと思
おも

いませ

んか？ さあ、すべての恵
めぐ

みに感謝
かんしゃ

して、思
おも

いっ

きり神様
かみさま

を賛美
さ ん び

しましょう！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたがすべての恵
めぐ

みをくだ

さるお方
かた

です。ありがとうございます。あ

なたを心
こころ

から賛美
さ ん び

します！ 



 

 

Ⅰアドベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 ルカ 1・8～25、 57～66 

テ ー マ 祈
いの

りの答
こた

え 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 恐
おそ

れるな、ザカリヤよ、あなた

の祈
いのり

が聞
き

きいれられたのだ。 

 ルカ 1・13 

目
も く

  標
ひょう

 祈
いの

りが聞
き

かれたとき、素直
す な お

に受
う

け止
と

める信仰
しんこう

を持
も

つ。 

 

 

 

 

11 月 30 日（月） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・5～7 

聖句
せ い く

 エリサベツは不妊
ふ に ん

の女
おんな

であったた

め、彼
かれ

らには子
こ

がなく、そしてふた

りともすでに年老
と し お

いていた。 7節
せつ

 

 

 神様
かみさま

にお仕
つか

えしていた祭司
さ い し

ザカリヤと奥
おく

さん

のエリサベツのことです。ふたりとも神様
かみさま

を第
だい

一
いち

におそれ、きっちりと神様
かみさま

の戒
いまし

めに従
したが

って

いた立派
り っ ぱ

な人
ひと

たちでした。ただ一
ひと

つ、気
き

になっ

ていたのは子
こ

どもがないということだったので

す。ユダヤでは妻
つま

が子
こ

を産
う

まないということは

恥
は

ずかしいこととされていました。きっとふた

りは真面目
ま じ め

に必死
ひ っ し

でお祈
いの

りしたことでしょう。

ところがふたりともどんどん年
とし

を取
と

り、老年
ろうねん

に

なっていました。もう無理
む り

なのでしょうか？ 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、お祈
いの

りしてもお祈
いの

りしても全
ぜん

然
ぜん

何
なに

も起
お

こらないことがあります。それで

もお祈
いの

りしていきます。 

11 月 29 日（日） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・8～25、57～66 

聖句
せ い く

 恐
おそ

れるな、ザカリヤよ、あなたの

祈
いのり

が聞
き

きいれられたのだ。 13節
せつ

 

 

 神
かみ

のみ子
こ

、救
すく

い主
ぬし

イエス様
さま

の誕生
たんじょう

の時
とき

には、

いろんな不思議
ふ し ぎ

なことが起
お

こりました。きょう

の所
ところ

もその一
ひと

つです。イエス様
さま

のために道
みち

を

備
そな

えたバプテスマのヨハネの両親
りょうしん

、特
とく

に父
ちち

ザ

カリヤに起
お

こったことです。彼
かれ

が主
しゅ

の聖所
せいじょ

には

いって香
こう

をたく務
つと

めをしていると、突然
とつぜん

（！）

主
しゅ

の御使
みつかい

が現
あらわ

れて、「あなたの祈
いのり

が聞
き

きいれ

られたのだ。あなたの妻
つま

エリサベツは男
おとこ

の子
こ

を産
う

むであろう」と言
い

います。「え？こんな老
ろう

人
じん

たちに！？」疑
うたが

うザカリヤは物
もの

が言
い

えなく

なりました！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、祈
いの

りが聞
き

きいれられたという

御使
みつかい

の言葉
こ と ば

を信
しん

じるべきでした。ちゃんと

祈
いの

りが聞
き

かれたら信
しん

じられますように。 

 

 

 

 

12 月 1 日（火） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・8～20 

聖句
せ い く

 時
とき

が来
く

れば成就
じょうじゅ

するわたしの言葉
こ と ば

を信
しん

じなかったから、あなたは口
くち

がきけなくなり、この事
こと

の起
おこ

る日
ひ

まで、ものが言
い

えなくなる。20節
せつ

 

 

 主
しゅ

の聖所
せいじょ

にはいって香
こう

をたく務
つと

めは一人
ひ と り

の人
ひと

の一生
いっしょう

に一度
い ち ど

あるかないかくらいのことでし

た。その時
とき

、主
しゅ

の御使
みつかい

がザカリヤに現
あらわ

れて、「あ

なたの祈
いのり

が聞
き

きいれられたのだ」と言
い

われ、

「エリサベツが産
う

む男
おとこ

の子
こ

をヨハネと名
な

づけ

なさい」と言
い

われるではありませんか！お祈
いの

り

していたのに、祈
いの

りが聞
き

かれたのに、「どうして

そんな事
こと

が」と信
しん

じられなかったザカリヤでし

た。とうとう十ヵ月
じゅっかげつ

間
かん

何
なに

も話
はな

せなくなりまし

た！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、いきなり、あなたがお祈
いの

りを

聞
き

いてくださる時
とき

、しっかりと感謝
かんしゃ

して受
う

け止
と

められますように。 



12 月 2 日（水） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・21～25 

聖句
せ い く

 主
しゅ

は、今
いま

わたしを心
こころ

にかけてくだ

さって、人々
ひとびと

の間
あいだ

からわたしの恥
はじ

を取
と

り除
のぞ

くために、こうしてくださ

いました。         25節
せつ

 

 

 「ザカリヤさん、なかなか出
で

て来
こ

ないね」。やっ

と出
で

て来
き

たと思
おも

ったら、今度
こ ん ど

は物
もの

が言
い

えませ

ん！「きっとまぼろしでも見
み

たにちがいないよ」

と言
い

う人々
ひとびと

に、ザカリヤは手
て

で合図
あ い ず

するだけで

一言
ひとこと

も話
はな

せません。務
つと

めの期間
き か ん

も終
おわ

り、ふたり

で家
いえ

に帰
かえ

りました。しばらくして、奥
おく

さんのエ

リサベツはみごもりました！五ヵ月
ご か げ つ

の間
あいだ

静
しず

か

に引
ひ

きこもっていましたが、｢主
しゅ

が今
いま

わたしを

心
こころ

にかけてくださいました｣と、心
こころ

から恥
はじ

を取
と

り除
のぞ

いてくださった主
しゅ

をほめたたえました。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたは本当
ほんとう

に真実
しんじつ

にお祈
いの

り

にこたえてくださるお方
かた

です。信
しん

じぬいて

祈
いの

り、感謝
かんしゃ

できますように。 

 

 

 

12 月 4 日（金） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・62～66 

聖句
せ い く

 「その名
な

はヨハネ」と書
か

いたので、

みんなの者
もの

は不思議
ふ し ぎ

に思
おも

った。63節
せつ

 

 

 母
はは

エリサベツが｢ヨハネにしなくてはいけま

せん｣と言
い

うと、人々
ひとびと

は、「あなたの親族
しんぞく

の中
なか

に

は、そういう名
な

のついた者
もの

は、ひとりもいませ

ん」と彼女
かのじょ

に言
い

い、「じゃ、父親
ちちおや

に聞
き

こう」とい

うことで、合図
あ い ず

でたずねました。彼
かれ

は書板
かきいた

を持
も

っ

てこさせて、それに、｢その名
な

はヨハネ｣と書
か

い

たのです。みんなはまたまた不思議
ふ し ぎ

に思
おも

いまし

た。すると次
つぎ

の瞬間
しゅんかん

、ザカリヤの口
くち

が開
ひら

けて舌
した

がゆるみ、語
かた

り出
だ

して神
かみ

をほめたたえたので

す！不思議
ふ し ぎ

つづきでした。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、今
いま

でもあなたのみ言葉
こ と ば

のとお

りに従
したが

って進
すす

む者
もの

のために、不思議
ふ し ぎ

をなし

てくださり感謝
かんしゃ

します。 

12 月 3 日（木） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・57～61 

聖句
せ い く

 いいえ、ヨハネという名
な

にしなく

てはいけません。     60節
せつ

 

 

 「ホギャー、ホギャー！！」とうとうエリサ

ベツが出産
しゅっさん

の日
ひ

を迎
むか

え、彼女
かのじょ

は御使
みつかい

がザカリ

ヤに告
つ

げたとおりに、男
おとこ

の子
こ

を産
う

みました！

近所
きんじょ

の人々
ひとびと

や親戚
しんせき

の人々
ひとびと

は、神様
かみさま

が大
おお

きなあわ

れみをかけてくださったことを知
し

り、共
とも

どもに

大
おお

いに喜
よろこ

びました。八日目
よ う か め

に、その子
こ

に割礼
かつれい

と

いう儀式
ぎ し き

を行
おこな

いました。人々
ひとびと

は、父
ちち

ザカリヤ

の名
な

と同
おな

じ「ザカリヤ」という名
な

にしようとし

たら、母
はは

エリサベツは御使
みつかい

がザカリヤに告
つ

げた

ように「ヨハネ」にしますと言
い

いました。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ザカリヤはちゃんと大切
たいせつ

なこ

とをエリサベツに伝
つた

え、ふたりとも守
まも

って

いったことがよくわかります。 

 

 

 

 

12 月 5 日（土） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・67～80 

聖句
せ い く

 幼
おさ

な子
ご

よ、あなたは、いと高
たか

き者
もの

の

預言者
よげんしゃ

と呼
よ

ばれるであろう。 

                76節
せつ

 

 

あなたももしかして、何日
なんにち

かのどが痛
いた

かった

りして、物
もの

が言
い

えなかったことがありますか？

普通
ふ つ う

に物
もの

が言
い

えるようになるとうれしかった

でしょう？ザカリヤは何
なに

しろ十ヵ月
じゅっかげつ

だったの

ですから、口
くち

が開
ひら

かれて、大
おお

いに神様
かみさま

を賛美
さ ん び

し、

預言
よ げ ん

して言
い

いました。「父
ちち

ザカリヤは聖霊
せいれい

に満
み

たされ、預言
よ げ ん

して言
い

った」（68）とある通
とお

りで

す。神様
かみさま

から与
あた

えられた男
おとこ

の子
こ

、その名
な

はヨ

ハネと名付
な づ

けられて、「あなたはいと高
たか

き者
もの

の

預言者
よげんしゃ

と呼
よ

ばれるであろう」と預言
よ げ ん

しました。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ザカリヤの底抜
そ こ ぬ

けの喜
よろこ

びと

魂
たましい

の感動
かんどう

が伝
つた

わってきます。どこまでも

神
かみ

様
さま

の言
い

われるように生
い

きたいです。 



 

Ⅱアドベント 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 ルカ 1・26～38 

テ ー マ お言葉
こ と ば

どおり 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 わたしは主
しゅ

のはしためです。お

言葉
こ と ば

どおりこの身
み

に成
な

ります

ように。     ルカ 1・38 

目
も く

  標
ひょう

 神様
かみさま

のご計画
けいかく

に従
したが

って従 順
じゅうじゅん

に生
い

きる者
もの

となる。 

 

 

 

12 月 7 日（月） 

聖書
せいしょ

 ルカ１・26～28 

聖句
せ い く

 恵
めぐ

まれた女
おんな

よ、おめでとう、主
しゅ

が

あなたと共
とも

におられます。  28節
せつ

 

 

ユダヤの都
みやこ

エルサレムから遠
とお

く北
きた

にあるガ

リラヤ、そこは「異邦人
いほうじん

のガリラヤ」（イザヤ

９・１）などと見下
み く だ

される地方
ち ほ う

のナザレという

田舎
い な か

町
まち

に住
す

むマリヤのもとに、神
かみ

からつかわさ

れた御使
みつかい

ガブリエルがやってきました。神様
かみさま

の

みわざは、ひっそりと静
しず

かに、でも確実
かくじつ

になさ

れるのですね。そのあいさつの言葉
こ と ば

は、「恵
めぐ

ま

れた女
おんな

よ、おめでとう。主
しゅ

があなたと共
とも

にお

られます」というものでした。マリヤはいつも、

深
ふか

く主
しゅ

とお交
まじ

わりをしていた人
ひと

なのです。  

  

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、そんな田舎
い な か

の世
よ

の中
なか

に 全
まった

く知
し

られていない人
ひと

に、神様
かみさま

の選
えら

びの「白羽
し ら は

の

矢
や

」が立
た

ったことは驚
おどろ

きです。 

 

12 月 6 日（日） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・26～38 

聖句
せ い く

 わたしは主
しゅ

のはしためです。お言
こと

葉
ば

どおりこの身
み

に成
な

りますように。 

38節
せつ

 

 

 クリスマスがどんどん近
ちか

づいてきてワクワ

クですね。子
こ

どものクリスマス会
かい

はいつです

か？たくさんのお友
とも

だちが本当
ほんとう

のクリスマス

をお祝
いわ

いできますように！クリスマスは、「こ

の人
ひと

」がおられたので実現
じつげん

しました。「この人
ひと

」

とは？そう「マリヤ」です！高校生
こうこうせい

くらいの年
ねん

代
だい

だったようですよ。若
わか

いけれど素晴
す ば

らしい、

純粋
じゅんすい

な信仰
しんこう

の人
ひと

でした。ある日
ひ

突然
とつぜん

、御使
みつかい

ガ

ブリエルがやってきて、「救
すく

い主
ぬし

の母
はは

に」と告
つ

げます。「お言葉
こ と ば

どおり」と答
こた

えたのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、今週
こんしゅう

、このマリヤの純粋
じゅんすい

な

信仰
しんこう

と従 順
じゅうじゅん

を学
まな

んで、わたしもマリヤに

ならって祝福
しゅくふく

の道
みち

を進
すす

みたいです。 

 

 

 

 

12 月 8 日（火） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・29 

聖句
せ い く

 この言葉
こ と ば

にマリヤはひどく胸
むな

騒
さわ

ぎ

がして、このあいさつはなんの事
こと

であろうかと、思
おも

いめぐらしてい

た。            29節
せつ

 

 

 あなたは人
ひと

の言
い

うことをしっかりと聞
き

ける

子
こ

どもですか？全然
ぜんぜん

聞
き

こうとしない子
こ

、聞
き

き流
なが

してしまう子
こ

、右
みぎ

の耳
みみ

から入
はい

って左
ひだり

の耳
みみ

にぬ

けてしまう子
こ

といろいろいるでしょう。耳
みみ

から

聞
き

いてちゃんと心
こころ

にしまえる子
こ

どもになって

ください。マリヤはとてもよい耳
みみ

と共
とも

に、よい

心
こころ

の持
も

ち主
ぬし

でしたよ。突然
とつぜん

の御
み

使
つかい

ガブリエル

の言葉
こ と ば

（人間
にんげん

じゃなく！）に、とても胸
むね

がドキ

ドキして、「いったいなんのあいさつ？」と心
こころ

の中
なか

で、思
おも

いめぐらしていたのです。よい心
こころ

で

すね。 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、思
おも

いめぐらすというのがマリ

ヤのよい特徴
とくちょう

でした。わたしもその思
おも

い

めぐらすのをやってみます。 



12 月 9 日（水） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・30～33 

聖句
せ い く

 見
み

よ、あなたはみごもって男
おとこ

の子
こ

を生
う

むでしょう。その子
こ

をイエスと

名
な

づけなさい。       31節
せつ

 

 

 静
しず

かに思
おも

いめぐらしているマリヤに御使
みつかい

は言
い

いました。「恐
こわ

がることはありません、マリヤ、

あなたは神
かみ

から恵
めぐみ

みをいただいています。あな

たは男
おとこ

の子
こ

を産
う

みますから、その子
こ

の名
な

をイエ

スとつけなさい。その子
こ

は大
おお

いなる者
もの

となり、

いと高
たか

き者
もの

の子
こ

ととなえられます。主
しゅ

なる神
かみ

は

彼
かれ

に父
ちち

ダビデの王座
お う ざ

を与
あた

え、彼
かれ

はとこしえにヤ

コブの家
いえ

を支配
し は い

し、それは限
かぎ

りなく続
つづ

きます」

と。マリヤは、まだ心
こころ

をドキドキさせながら、

でもしっかり聞
き

き取
と

ったのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、マリヤが、人間
にんげん

の言葉
こ と ば

でなく、

御使
みつかい

ガブリエルの言葉
こ と ば

を、しっかり聞
き

いた

ことを不思議
ふ し ぎ

に思
おも

います。 

 

 

 

 

 12 月 11 日（金） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・38 

聖句
せ い く

 わたしは主
しゅ

のはしためです。お言葉
こ と ば

どおりこの身
み

に成
な

りますように。 

    38節
せつ

 

 

 御使
みつかい

の言葉
こ と ば

をじっと聞
き

くマリヤの心
こころ

の中
なか

は

どうだったでしょうね？「ああわたしって、待
ま

ち 

望
のぞ

んできた救
すく

い主
ぬし

のお母
かあ

さんになるんだわ。で

もヨセフはとても悩
なや

み苦
くる

しむかしら。周囲
しゅうい

の

人々
ひとびと

も、『何
なに

！？』って白
しろ

い眼
め

で見
み

るかしら。い

え、それより姦淫
かんいん

の女
おんな

だって、殺
ころ

されるかも・・」

短
みじか

い時
とき

にあれこれ思
おも

ったことでしょう。でも、

「一番
いちばん

大切
たいせつ

で、お従
したが

いしていくべきなのは、

『神様
かみさま

のお言葉
こ と ば

』。わたしは神様
かみさま

の奴隷女
どれいおんな

です。

おっしゃるとおりにこの身
み

にしてください」と

答
こた

えたのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、マリヤの命
いのち

がけの従 順
じゅうじゅん

と、

献身
けんしん

があって、めでたくクリスマスとなっ

たことに大
おお

きく感動
かんどう

します。 

12 月 10 日（木） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・34～37 

聖句
せ い く

 神
かみ

には、なんでもできないことは

ありません。       37節
せつ

 

 

「どうして、そんな事
こと

があり得
え

ましょうか。

わたしにはまだ夫
おっと

がありませんのに」。そう、

マリヤはヨセフのいいなずけ（婚約者
こんやくしゃ

）だった

ので、「子
こ

を産
う

む」と言
い

われても、「そんな事
こと

は

あり得
え

ないでしょう」と答
こた

えたのです。すると

また驚
おどろ

くような御使
みつかい

の返事
へ ん じ

です。「聖霊
せいれい

に

よってみごもるのです。だから、生
うま

れてくる子
こ

どもは聖
せい

なる者
もの

で、神
かみ

の子
こ

ととなえられます。

あのエリサベツでさえ子
こ

を宿
やど

して六ヵ月
ろっかげつ

です。

神
かみ

にはなんでもできないことはありません」

と！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのご計画
けいかく

は、本当
ほんとう

に人
にん

間
げん

の常識
じょうしき

を超
こ

えた、スゴイものであるこ

とを、改
あらた

めて覚
おぼ

えさせられます。 

 

 

 

 

12 月 12 日（土） 

聖書
せいしょ

 ルカ 1・39～45 

聖句
せ い く

 主
しゅ

のお語
かた

りになったことが必
かなら

ず

成就
じょうじゅ

すると信
しん

じた女
おんな

は、なんと

さいわいなことでしょう。 45節
せつ

 

 

マリヤは大急
おおいそ

ぎで山里
やまざと

のユダの町
まち

へとんで

行
い

きました。ザカリヤの家
いえ

です。信仰
しんこう

の友
とも

エリ

サベツにあいさつに行
い

ったのです。あなたも

教
きょう

会
かい

に一緒
いっしょ

に行
い

くお友
とも

だち、神様
かみさま

やイエス様
さま

のことをお話
はなし

できるお友
とも

だちがいますか？マ

リヤがエリサベツにあいさつすると、エリサベ

ツのお腹
なか

の中
なか

の子
こ

どもが喜
よろこ

び、おどったので

すって！エリサベツは聖霊
せいれい

に満
み

たされて、主
しゅ

の

母
はは

となったマリヤを祝福
しゅくふく

しました。本当
ほんとう

に「神
かみ

様
さま

の言
い

われたことはきっとその通
とお

りになる」と

信
しん

じた、さいわいな婦人
ふ じ ん

たちでした。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、今
いま

もみ言葉
こ と ば

をもってわたしに

語
かた

ってくださり感謝
かんしゃ

します。その通
とお

りにな

るといつも信
しん

じていきます。 



 

Ⅲアドベント 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 ルカ 2・1～7 

テ ー マ キリストの誕生
たんじょう

の場所
ば し ょ

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 客間
きゃくま

には彼
かれ

らのいる余地
よ ち

がな

かったからである。ルカ 2・7 

目
も く

  標
ひょう

 心
こころ

を開
ひら

き、キリストを心
こころ

と生
しょう

涯
がい

にお迎
むか

えする。 

 

 

 

12 月 14 日（月） 

聖書
せいしょ

 イザヤ 9・1～2 

聖句
せ い く

 後
のち

には海
うみ

に至
いた

る道
みち

、ヨルダンの向
む

こ

うの地
ち

、異邦人
いほうじん

のガリラヤに光栄
こうえい

を

与
あた

えられる。        1節
せつ

 

 

 あなたのお父
とう

さんやお母
かあ

さんの生
うま

れ故郷
こきょう

は

どこでしょう？今
いま

あなたが住
す

んでいる所
ところ

では

ないとしたら、お休
やす

みに出
で

かけたりできる楽
たの

し

みな所
ところ

なのかな？ガリラヤ、ここはイエス様
さま

の父
ちち

ヨセフと母
はは

マリヤたちが住
す

み、暮
く

らしてい

た所
ところ

でした。ガリラヤのナザレという所
ところ

です。

ガリラヤは異邦
い ほ う

の偶像
ぐうぞう

を拝
おが

むフェニキヤと隣
となり

同士
ど う し

だったので「異邦人
いほうじん

のガリラヤ」などと見
み

下
さ

げられました。でもそこで主
しゅ

の両親
りょうしん

が暮
く

ら

し、やがてイエス様
さま

も生活
せいかつ

し、活躍
かつやく

された所
ところ

で

した。 

  

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが選
えら

ばれた、イエス様
さま

の 

両親
りょうしん

のいた地
ち

を思
おも

います。人
ひと

には見下
み く だ

され

ても神
かみ

は光栄
こうえい

を与
あた

えられます。 

 

12 月 13 日（日） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・1～7 

聖句
せ い く

 客間
きゃくま

には彼
かれ

らのいる余地
よ ち

がなかっ

たからである。       7節
せつ

 

 

 あなたが「オギャァ！」と生
うま

れた所
ところ

はどこ

でしたか？もちろん自分
じ ぶ ん

で覚
おぼ

えている人
ひと

なん

て誰
だれ

もいないでしょう。お母
かあ

さんから聞
き

いて、

「あの病院
びょういん

のベッドよ」ってわかるわけです

よね。さてさて、神
かみ

のひとり子
こ

、救
すく

い主
ぬし

イエス

様
さま

がお生
うま

れになった所
ところ

はどこだったでしょう。

「神様
かみさま

の大切
たいせつ

なひとり子
こ

だから、どこかすごー

くきれいな所
ところ

にお生
うま

れかな？」と考
かんが

えます

か？そこは家畜
か ち く

たちがごはんを食
た

べる飼
かい

葉
ば

お

けの中
なか

でしたよ。「エーッ！なぜ？」と思
おも

って

しまいますね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

がお生
ま

れになった場
ば

所
しょ

についても、きっとあなたの深
ふか

いご計画
けいかく

があったにちがいないと思
おも

います。 

 

 

 

12 月 15 日（火） 

聖書
せいしょ

 ミカ 5・1～4 

聖句
せ い く

 しかしベツレヘム・エフラタよ、

あなたはユダの氏族
し ぞ く

のうちで小
ちい

さ

い者
もの

だが、イスラエルを治
おさ

める者
もの

があなたのうちからわたしのため

に出
で

る。           2節
せつ

 

 

 「ズバリ！イエス様
さま

がお生
うま

れになる場所
ば し ょ

はベ

ツレヘムです！」と預言
よ げ ん

したのがミカという

預言者
よげんしゃ

でした。ミカはイザヤと同
おな

じころ預言
よ げ ん

し

たので、イエス様
さま

がお生
うま

れになる七
なな

〇〇年
ひゃくねん

も前
まえ

に、その預言
よ げ ん

をしました。ユダの氏族
し ぞ く

のうちで

小
ちい

さい者
もの

を神様
かみさま

はお選
えら

びになりました。その中
なか

から、イスラエルを治
おさ

める者
もの

、つまり救
すく

い主
ぬし

が

誕生
たんじょう

するということです。「イエス様
さま

の両親
りょうしん

はナザレなのに、なぜベツレヘムなの？」と思
おも

いますね。 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、預言者
よげんしゃ

は本当
ほんとう

にスゴイ人
ひと

たち

です。何百年
なんびゃくねん

も先
さき

のことを、間違
ま ち が

いなく言
い

い当
あ

ててしまうのですから。 

 



12 月 16 日（水） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・1～3 

聖句
せ い く

 そのころ、全世界
ぜんせかい

の人口
じんこう

調査
ちょうさ

をせよ

との勅令
ちょくれい

が、皇帝
こうてい

アウグストから

出
で

た。           1節
せつ

 

 

 歴史
れ き し

の勉強
べんきょう

、好
す

きですか？歴史
れ き し

を英語
え い ご

で言
い

う

とヒストリー（HISTORY）と言
い

うのです。それは

また、ヒズ・ストーリー（HIS STORY）だと言
い

い

ます。「彼
かれ

の歴史
れ き し

」、つまりイエス様
さま

の歴史
れ き し

だっ

て！イエス様
さま

は歴史
れ き し

の中
なか

の人
ひと

、また、歴史
れ き し

を支
し

配
はい

しておられる神様
かみさま

なのです。全世界
ぜんせかい

の人口
じんこう

調
ちょう

査
さ

をするようにとの命令
めいれい

がローマ皇帝
こうてい

アウグスト

から出
だ

されました。皇帝
こうてい

の命令
めいれい

には、みんな従
したが

わなければなりません。さあ大変
たいへん

。登録
とうろく

のため

に人々
ひとびと

は動
うご

き出
だ

しました。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、小
ちい

さいわたしの一生
いっしょう

の歴史
れ き し

も、

国
くに

の大
おお

きな歴史
れ き し

も、みなあなたがみ手
て

の中
なか

に治
おさ

めていることを知
し

りました。 

 

 

 

 

 12 月 18 日（金） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・6～9 

聖句
せ い く

 彼
かれ

らがベツレヘムに滞在
たいざい

している

間
あいだ

に、マリヤは月
つき

が満
み

ちて、初子
う い ご

を

産
う

み、布
ぬの

にくるんで、飼葉
か い ば

おけの中
なか

に寝
ね

かせた。       6～7節
せつ

 

 

 それにしても、ベツレヘムはベツレヘムでも、

家畜
か ち く

小屋
ご や

の飼葉
か い ば

おけの中
なか

に神
かみ

のひとり子
こ

、救
すく

い

主
ぬし

イエス様
さま

が、布
ぬの

にくるまれて、寝
ね

かせられた

のでした！ベツレヘムにはその時
とき

、あまりに大
おお

勢
ぜい

の人々
ひとびと

が登録
とうろく

のためにやってきていたみたい

ですね。長
なが

い旅
たび

で疲
つか

れたヨセフとマリヤ。その

マリヤはもう今
いま

にも子
こ

どもが生
うま

れるかと思
おも

うよ

うな様子
よ う す

だったのでしょう。やっと与
あた

えられた

お宿
やど

が、牛
うし

や馬
うま

のいる家畜
か ち く

小屋
ご や

でした！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、何
なん

という驚
おどろ

きでしょう。神
かみ

の

み子
こ

の誕生
たんじょう

の場所
ば し ょ

！どのような深
ふか

い意味
い み

があるのか教
おし

えてください。 

12 月 17 日（木） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・4～5 

聖句
せ い く

 ヨセフもダビデの家系
か け い

であり、ま

たその血統
けっとう

であったので、ガリラ

ヤの町
まち

ナザレを出
で

て、ユダヤのベ

ツレヘムというダビデの町
まち

へ上
のぼ

っ

て行
い

った。         4節
せつ

 

 

なーるほど、ここでわかりましたね。なぜイ

エス様
さま

がベツレヘムでお生
うま

れになられたの

か！ヨセフは、ダビデ王様
おうさま

の家系
か け い

でした。そし

てまたその血統
けっとう

だったのです。人口
じんこう

調査
ちょうさ

のため

には、人々
ひとびと

はそれぞれ登録
とうろく

をするために、自分
じ ぶ ん

の町
まち

へ帰
かえ

って行
い

きました。そこで、住
す

んでいた

ガリラヤのナザレを出発
しゅっぱつ

し、ユダヤのベツレ

ヘムというダビデの町
まち

へ上
のぼ

って行
い

きました。い

いなづけの妻
つま

マリヤも一緒
いっしょ

に登録
とうろく

をするため

に行
い

きました。 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのなさることはなんて

見事
み ご と

なのでしょうか。あなたによる預言
よ げ ん

は

絶対
ぜったい

はずれることがありません。 

 

 

 

12 月 19 日（土） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・7 

聖句
せ い く

 客間
きゃくま

には彼らのいる余地
よ ち

がなかっ

たからである。      7節
せつ

 

 

 今週
こんしゅう

のみ言葉
こ と ば

です。神
かみ

のみ子
こ

、救
すく

い主
ぬし

イエ

ス様
さま

をお迎
むか

えし、お宿
やど

しできるちゃんとした

客
きゃく

間
ま

がありませんでした。実
じつ

は、わたしたち

の心
こころ

は、あの飼葉
か い ば

おけのようではないです

か？飼葉
か い ば

おけは小
ちい

さくて、固
かた

くて、冷
つめ

たくて（石
いし

のものもありました）、臭
くさ

くて、汚
けが

れていて・・・。

イエス様
さま

はそんなわたしたちの心
こころ

にも喜
よろこ

ん

でお宿
やど

りくださり、清
きよ

くして、栄光
えいこう

で輝
かがや

かせ

てくださいます。わたしたちは罪
つみ

をおわびし、

心
こころ

の客間
きゃくま

に救
すく

い主
ぬし

を心
こころ

からお迎
むか

えいたしま

しょう！ 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、きょうわたしの心
こころ

のまん中
なか

にイエス様
さま

をお迎
むか

えして、本当
ほんとう

のクリスマ

スをお祝
いわ

いしたいです。 



 

クリスマス 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 ルカ 2・8－20 

テ ー マ 喜
よろこ

びの知
し

らせ 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 きょうダビデの町
まち

に、あなたが

たのために 救
すくい

主
ぬし

がお生
うま

れに

なった。     ルカ 2・11 

目
も く

  標
ひょう

 喜
よろこ

びの知
し

らせであるキリスト

誕生
たんじょう

を共
とも

に喜
よろこ

ぶ。 

 

 

 

12 月 21 日（月） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・8～9 

聖句
せ い く

 さて、この地方
ち ほ う

で羊飼
ひつじかい

たちが夜
よる

、

野宿
のじゅく

しながら羊
ひつじ

の群
むれ

れの番
ばん

をして

いた。           8節
せつ

 

 

《救
すく

い主
ぬし

誕生
たんじょう

！》ユダヤの民
たみ

が、何百年
なんびゃくねん

も待
ま

ち望
のぞ

んで、待
ま

ちに待
ま

っていたできごと。このス

ペシャル・ニュースを神様
かみさま

は一体
いったい

誰
だれ

に一番
いちばん

に伝
つた

えたと思
おも

いますか？！王様
おうさま

でも皇帝
こうてい

でもあり

ません。祭司
さ い し

や律法
りっぽう

学者
がくしゃ

でもありません。貧
まず

し

い羊飼
ひつじか

いたちでした。律法
りっぽう

も守
まも

れないといって

社会
しゃかい

からつまはじきにされていた羊飼
ひつじか

いたち

でした。彼
かれ

らは自分
じ ぶ ん

たちの仕事
し ご と

を忠実
ちゅうじつ

にやっ

ていました。羊
ひつじ

たちのために夜
よる

、野宿
のじゅく

までし

て番
ばん

をしていた人
ひと

たちでした。何
なん

という特権
とっけん

！ 

  

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、羊飼
ひつじか

いたちは、思
おも

いもかけな

い主
しゅ

の栄光
えいこう

の 輝
かがや

きに非常
ひじょう

に恐
おそ

れましたが、

何
なん

という夜
よる

だったでしょう！ 

 

12 月 20 日（日） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・8～20 

聖句
せ い く

 きょうダビデの町
まち

に、あなたがた

のために救
すくい

主
ぬし

がお生
うま

れになった。 

11節
せつ

 

 

 2015年
ねん

のクリスマス、おめでとうございま

す！洗礼
せんれい

を受
う

けるお友
とも

だちがいたら、ハレル

ヤ！おめでとう！ 

イエス様
さま

のお誕生
たんじょう

の初
はじ

めてのクリスマスは約
やく

2千年前
せんねんまえ

だけど、それからずーっとイエス様
さま

お

誕生
たんじょう

の喜
よろこ

びの知
し

らせは鳴
な

りひびき続
つづ

けてい

ます。初
はじ

めてのグッド・ニュース、ハッピー・

ニュース、ジョイフル・ニュースは、天
てん

から、

主
しゅ

の御使
みつかい

から伝
つた

えられました。今
いま

は、わたした

ちが伝
つた

えていく時
とき

です！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、約束
やくそく

どおり、ダビデの町
まち

ベツ

レヘムにお生
うま

れくださった救
すく

い主
ぬし

誕生
たんじょう

の

喜
よろこ

びの知
し

らせを感謝
かんしゃ

します。 

 

 

 

 

12 月 22 日（火） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・10～11 

聖句
せ い く

 恐
おそ

れるな。見
み

よ、すべての民
たみ

に与
あた

え

られる大
おお

きな喜
よろこ

びを、あなたがた

に伝
つた

える。          10節
せつ

 

 

 主
しゅ

の栄光
えいこう

に照
て

らされて、あまりのまぶしさに、

羊飼
ひつじか

いたちは、「こ、これは、な、なにごと？」

と、とっても恐
おそ

れました。無理
む り

もありません。

未
いま

だかつてなかったことですから。御使
みつかい

は驚
おどろ

くばかりの知
し

らせを伝
つた

えてくれました。「すべ

ての民
たみ

に与
あた

えられる大
おお

きな喜
よろこ

び――救
すく

い主
ぬし

が

お生
うま

れになった」と！これはすべての民
たみ

に与
あた

え

られるものです。大
おお

きな喜
よろこ

びの知
し

らせです。救
すく

い主
ぬし

誕生
たんじょう

の知
し

らせです。羊飼
ひつじか

いたちは目
め

をパ

チパチ、耳
みみ

を一瞬
いっしゅん

疑
うたが

ったかもしれません。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、喜
よろこ

びの知
し

らせはいくつもあ

りましたが、救
すく

い主
ぬし

誕生
たんじょう

の知
し

らせほど大
おお

きな喜
よろこ

びは全宇宙
ぜんうちゅう

最大
さいだい

のものです。 



12 月 23 日（水） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・12 

聖句
せ い く

 あなたがたは、幼
おさ

な子
ご

が布
ぬの

にくる

まって飼葉
か い ば

おけの中
なか

に寝
ね

かしてあ

るのを見
み

るであろう。それが、あな

たがたに与
あた

えられるしるしである。 

                 12節
せつ

 

 このニュースは、イエス様
さま

がお生
うま

れになって

すぐに伝
つた

えられましたね。羊飼
ひつじか

いたちはイエス

様
さま

のお生
うま

れになった所
ところ

から近
ちか

い所
ところ

にいたので

した。救
すく

い主
ぬし

のしるし、それは「幼
おさ

な子
ご

が布
ぬの

に

くるまって飼葉
か い ば

おけの中
なか

に寝
ね

かしてある」とい

うしるしでした。羊飼
ひつじか

いたちは、「ヘェ、何
なん

て不
ふ

思議
し ぎ

なしるしだ？」と思
おも

ったでしょうか？家畜
か ち く

小屋
ご や

の飼葉
か い ば

おけの中
なか

だって、それなら貧
まず

しいお

れたちも近
ちか

づけるぞと思
おも

ったでしょうか。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、羊飼
ひつじか

いたちに知
し

らせたこと、救
すく

い主
ぬし

のしるしのこと、考
かんが

えれば考
かんが

えるほ

どあなたらしいと思
おも

えます。 

 

 

 

 

 12 月 25 日（金） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・15～16 

聖句
せ い く

 そして急
いそ

いで行
い

って、マリヤとヨセ

フ、また飼葉
か い ば

おけに寝
ね

かしてある幼
おさ

な子
ご

を捜
さが

しあてた。      16節
せつ

 

 

 一体
いったい

、どれくらいの時間
じ か ん

のできごとだったの

でしょう？御使
み つ か

いたちがみんなサーッと天
てん

に

帰
かえ

って行
い

くと――そう、あたりはもとのように

夜
よる

の闇
やみ

でした。でも、羊飼
ひつじか

いさんたちの心
こころ

の中
なか

には、希望
き ぼ う

のともしび！「さあ、行
い

って、主
しゅ

が

お知
し

らせ下
くだ

さった出来事
で き ご と

をみてこよう！」「そ

うだ、救
すくい

主
ぬし

を捜
さが

しに行
い

こう！」と、彼
かれ

らは急
いそ

い

で行
い

ったのでした。広
ひろ

いベツレヘムの町
まち

で捜
さが

す

のって、大変
たいへん

だったかな？『救
すくい

主捜
ぬしさが

し』！つい

に彼
かれ

らは飼葉
か い ば

おけの救
すくい

主
ぬし

を見
み

つけました。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、羊飼
ひつじか

いさんたちのように、素
す

直
なお

な 心
こころ

であなたのみ言葉
こ と ば

を信
しん

じ受
う

け入
い

れ、

救
すくい

主
ぬし

と日々
ひ び

出会
で あ

いたいです。 

12 月 24 日（木） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・13～14 

聖句
せ い く

 いと高
たか

きところでは、神
かみ

に栄光
えいこう

が

あるように、地
ち

の上
うえ

では、み心
こころ

に

かなう人々
ひとびと

に平和
へ い わ

があるように。 

 14節
せつ

 

 

すると見
み

る見
み

るうちに、夜空
よ ぞ ら

いっぱいに、い

え、もう暗
くら

い空
そら

はすっかりおおい尽
つ

くされて、

数
かぞ

え切
き

れないほどの天
てん

の軍勢
ぐんぜい

たちが現
あらわ

れたで

はありませんか。そして、御使
みつかい

と一緒
いっしょ

になって、

神様
かみさま

をさんびして言
い

いました。 

「栄光
えいこう

、神
かみ

に。平和
へ い わ

、地
ち

に」とね！うわぁ、

どんなにまぶしいばかりだったことか、どんな

にきれいな声
こえ

がひびいたことか、どんなにかき

れいなメロディーとハーモニーだったこと

か！羊飼
ひつじか

いさんたちは幸
しあわ

せの絶頂
ぜっちょう

でしたね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、この御使
みつかい

と天
てん

の軍勢
ぐんぜい

たちのさ

んびこそ、あなたを心
こころ

に迎
むか

えたわたした

ちのさんびと祈
いの

りです。 

 

 

 

12 月 26 日（土） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・17～20 

聖句
せ い く

 羊飼
ひつじかい

たちは、見聞
み き

きしたことが何
なに

もかも自分
じ ぶ ん

たちに語
かた

られたとおり

であったので、神
かみ

をあがめ、また

さんびしながら帰
かえ

って行
い

った。 

20節
せつ

 

 ダビデの町
まち

、布
ぬの

にくるまって飼葉
か い ば

おけの中
なか

に

寝
ね

かしてある幼
おさ

な子
ご

――これが救
すくい

主
ぬし

のしるし

ですと告
つ

げられた羊飼
ひつじかい

さんたちは、本当
ほんとう

に、聞
き

いたとおりのことを見
み

て、心
こころ

から神様
かみさま

をあが

めました。そして、心
こころ

の中
なか

から、口
くち

から、さ

んびがあふれたのでした。ついに待
ま

ちに待
ま

って

いた 救
すくい

主
ぬし

が来
こ

られた！全世界
ぜんせかい

の人
ひと

の 救
すくい

主
ぬし

だ！大
おお

きな喜
よろこ

びの知
し

らせだ！ 

この知
し

らせを羊
ひつじ

飼
かい

さんたちは人々
ひとびと

に伝
つた

えたの

でした。史上
しじょう

最大
さいだい

の知
し

らせを。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、救
すくい

主
ぬし

イエス様
さま

を感謝
かんしゃ

します。

わたしも心
こころ

から信
しん

じて、喜
よろこ

んでまわりの

人々
ひとびと

に伝
つた

えていきます。 



 

年末
ねんまつ

感謝
かんしゃ

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 詩篇
し へ ん

103・1～22 

テ ー マ 神
かみ

の恵
めぐ

みを覚
おぼ

える 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 わがたましいよ、主
しゅ

をほめよ。

そのすべてのめぐみを 心
こころ

にと

めよ。      詩篇
し へ ん

103・2 

目
も く

  標
ひょう

 一年
いちねん

間
かん

の神
かみ

の恵
めぐ

みを覚
おぼ

え、神
かみ

を

賛美
さ ん び

する者
もの

となる。 

 

 

 

12 月 28 日（月） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

103・1 

聖句
せ い く

 わがたましいよ、主
しゅ

をほめよ。わが

うちなるすべてのものよ、その聖
せい

な

るみ名
な

をほめよ。      1節
せつ

 

 

詩篇
し へ ん

103篇
ぺん

の中
なか

で、「わがたましいよ、主
しゅ

を

ほめよ」と、三回
さんかい

も呼
よ

びかけています（1、2、

22節
せつ

）。｢主
しゅ

をほめよ｣という言葉
こ と ば

のヘブル語
ご

が、

「ハレルヤ」なのです。そしてここには、「わ

がうちなるすべてのものよ、その聖
せい

なるみ名
な

を

ほめよ」とあります。もしかしたら教会
きょうかい

の礼拝
れいはい

でさんびする時
とき

、口先
くちさき

だけでする時
とき

もあったか

も。｢うちなるすべてのもの｣ですから、心
こころ

も

魂
たましい

も全力
ぜんりょく

あげてですよね。「神様
かみさま

を精一杯
せいいっぱい

ほめたたえることに集 中
しゅうちゅう

するのだ！」と。 

  

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ただあなたのめぐみを思
おも

い、他
ほか

のことは全部
ぜ ん ぶ

置
お

いておいて心
こころ

の底
そこ

から思
おも

い切
き

りあなたを賛美
さ ん び

いたします。 

 

12 月 27 日（日） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

103・1～22 

聖句
せ い く

 わがたましいよ、主
しゅ

をほめよ。そ

のすべてのめぐみを心
こころ

にとめよ。 

2節
せつ

 

 

 神様
かみさま

を信
しん

じる人
ひと

は、晴
は

れてもアーメン、雨
あめ

で

もハレルヤ！ 今年
こ と し

最後
さ い ご

の日曜日
にちようび

となりました。

この一年間
いちねんかん

、いろんなことがあったでしょう。

晴
は

れの日
ひ

も、曇
くも

りの日
ひ

も、雨
あめ

の日
ひ

も、台風
たいふう

の日
ひ

も、大雪
おおゆき

の日
ひ

も。そんな一年
いちねん

の内
うち

に、神様
かみさま

は私
わたし

たちひとりひとりにどんなによくしてくだ

さったことでしょうか？ ｢主
しゅ

の良
よ

くしてくだ

さったことを何一
なにひと

つ忘
わす

れるな｣（新改訳
しんかいやく

）です。

一
ひと

つ一
ひと

つ思
おも

い出
だ

し、感謝
かんしゃ

のお祈
いの

りをしましょう。

心
こころ

はあふれて思
おも

わずハレルヤ！ 主
しゅ

をほめよ、

と叫
さけ

ぶでしょう。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、この一年
いちねん

もあなたの愛
あい

とめぐ

みをありがとうございます。たましいの底
そこ

から感謝
かんしゃ

をささげます。 

 

 

 

12 月 29 日（火） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

103・3～5 

聖句
せ い く

 あなたの生
い

きながらえるかぎり、

良
よ

き物
もの

をもってあなたを飽
あ

き足
た

ら

せられる。                5節
せつ

 

 

 ｢神様
かみさま

、ごめんなさい」とおわびしなければ

ならない時
とき

もあったでしょう。神様
かみさま

はその時
とき

、

イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

のゆえに、すべてゆるしてく

ださったでしょう。病気
びょうき

になって、痛
いた

かったり、

不安
ふ あ ん

でいっぱいになったこともあったでしょ

う。でも神様
かみさま

はすべての病気
びょうき

をなおしてくだ

さったでしょう。私
わたし

たちを罪
つみ

から救
すく

って、あ

われみの心
こころ

を注
そそ

いでくださいました。この

神様
かみさま

は、私
わたし

たちが地上
ちじょう

に生
い

きている限
かぎ

り、必要
ひつよう

な良
よ

き物
もの

で身
み

も心
こころ

も満足
まんぞく

させてくださいます。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、こんなによくしてくださり、

身
み

も心
こころ

も 魂
たましい

も満
み

たしてくださるあなた

をますます信頼
しんらい

していきます。 

 



12 月 30 日（水） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

103・6～12 

聖句
せ い く

 東
ひがし

が西
にし

から遠
とお

いように、主
しゅ

はわれ

らのとがをわれらから遠
とお

ざけられ

る。                      12節
せつ

 

 

 東
ひがし

から、朝
あさ

になると明
あか

るい太陽
たいよう

が昇
のぼ

ってきま

す。夕方
ゆうがた

になると、とってもきれいな夕焼
ゆ う や

けの中
なか

を、赤
あか

い太陽
たいよう

が西
にし

へ沈
しず

んでいきますね。東
ひがし

と西
にし

、

それは全
まった

く反対
はんたい

方向
ほうこう

、東
ひがし

が西
にし

から遠
とお

いように、

そう、東
ひがし

と西
にし

とは絶対
ぜったい

に会
あ

うことはありません。

ずっと、ずーっと遠
とお

く離
はな

れています。神様
かみさま

はそ

のように、私
わたし

が犯
おか

してしまった罪
つみ

やあやまちを、

私
わたし

から遠
とお

ざけてくださるというのです。「すご

いなァ、うれしいなァ、ありがたいなァ」とし

みじみ感心
かんしん

してしまいます。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたを信
しん

じる者
もの

のために、

それほどまでして罪
つみ

を遠
とお

ざけてくださるこ

とを、心
こころ

から感謝
かんしゃ

いたします。 

 

 

 

 

 1 月 1 日（金） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

103・15～19 

聖句
せ い く

 主
しゅ

はその玉座
ぎょくざ

を天
てん

に堅
かた

くすえられ、

そのまつりごとすべての物
もの

を統
す

べ

治
おさ

める。          19節
せつ

 

 

 今
いま

までのうちに、愛
あい

する人
ひと

を天
てん

に送
おく

ったお友
とも

だちもいますか。人
ひと

の一生
いっしょう

って、ほんとにすぐ

枯
か

れる草
くさ

や花
はな

のようだと思
おも

います。でも、神
かみ

様
さま

を

信
しん

じる信仰
しんこう

はいつまでも、とこしえまで、子
こ

ら

や孫
まご

らにと、その祝福
しゅくふく

が受
う

け継
つ

がれていくので

心
こころ

が安
やす

らぎます。神様
かみさま

こそが、天
てん

の王座
お う ざ

にお座
すわ

りになって、天
てん

と地
ち

と、宇宙
うちゅう

や世界
せ か い

、国々
くにぐに

を、

そして、人間
にんげん

を、この私
わたし

をも（！）愛
あい

のみここ

ろのままに治
おさ

めていてくださいます。この主
しゅ

を

ほめたたえよう！主
しゅ

の年
とし

．2016年
ねん

あけましてお

めでとうございます！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、雄大
ゆうだい

なあなたのご支配
し は い

の中
なか

に、

この私
わたし

の一生
いっしょう

も入
い

れていてくださること

を覚
おぼ

え、ほめたたえます。 

12 月 31 日（木） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

103・13～14 

聖句
せ い く

 父
ちち

がその子供
こ ど も

をあわれむように、

主
しゅ

はおのれを恐
おそ

れる者
もの

をあわれま

れる。          13節
せつ

 

 

お父
とう

さんにだっこしてもらったり、おんぶし

てもらったり、ひざの上
うえ

で遊
あそ

んでもらったり、

ひこうきしてもらったり、いろいろ思
おも

い出
だ

しま

すか？ お父
とう

さんは小
ちい

さいあなた、あぶなっか

しいあなたがかわいくてたまらなくて、目
め

を細
ほそ

めて守
まも

っていてくれるのです。神様
かみさま

も、そんな

お父
とう

さんのように、神様
かみさま

をうやまい恐
おそ

れ、愛
あい

す

る私
わたし

たちに、あわれみの心
こころ

をかけて守
まも

ってい

てくださいます。なぜなら、私
わたし

たちは、ちり

から造
つく

られた弱
よわ

い者
もの

だからです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、この一年
いちねん

も、弱
よわ

い私
わたし

をあわ

れみ、いつも共
とも

にいて、守
まも

ってくださった

ことをありがとうございます。 

 

 

 

 

1 月 2 日（土） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

103・20～22 

聖句
せ い く

 主
しゅ

が造
つく

られたすべての物
もの

よ、その

まつりごとの下
した

にあるすべての

所
ところ

で、主
しゅ

をほめよ。わがたましい

よ、主
しゅ

をほめよ。      22節
せつ

 

 

 この年
とし

も、｢わがたましいよ、主
しゅ

をほめよ｣

で始
はじ

め、そして毎日
まいにち

それで過
す

ごし、年
とし

の終
お

わり

もそれでしめくくれたらいいですね。そして、

明日
あ し た

は、今年
こ と し

の最初
さいしょ

の日曜日
にちようび

です。昨年
さくねん

は、52

回の日曜日
にちようび

のうち、何日
なんにち

教会
きょうかい

へ行
い

けたのか

な？ 今年
こ と し

は、昨年
さくねん

よりもっともっと神様
かみさま

に近
ちか

づけますように。毎週
まいしゅう

のはじめに、「わがたま

しいよ、主
しゅ

をほめよ」と教会
きょうかい

で賛美
さ ん び

しましょ

う。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、新
あたら

しい年
とし

の始
はじ

めに、あなた

を心
こころ

より礼拝
れいはい

し、ほめたたえて始
はじ

められ

ますことを感謝
かんしゃ

いたします。 


